
楊
泉
と
そ
の
思
想

内
　
山
　
俊
彦

　
私
は

か

つ

て
、
「
楊
泉
の
思
想
　
　
合
理
主
義
的
自
然
観
の
一
道
標
ー
」
（
史
林
L
五
〇
ー
一
、
一
九
六
七
）
な
る
小
論
を
発
表

し
、
三
国
・
晋
間
の
思
想
家
楊
泉
に
つ
い
て
、
私
見
を
提
出
し
た
。
そ
し
て
、
楊
泉
の
思
想
は
、
中
国
思
想
史
に
お
け
る
自
然
観
の

発
展
の

な
か
で
先
駆
的
な
座
標
を
占
め
、
か
つ
、
漢
・
六
朝
の
唯
物
論
思
想
の
重
要
な
一
環
を
な
す
、
と
論
じ
た
。
恐
ら
く
、
こ
の

思
想
家
に
関
す
る
、
わ
が
国
で
は
最
初
の
専
論
と
い
え
る
と
お
も
う
。
ま
た
、
そ
の
な
か
で
述
べ
た
私
見
は
、
現
在
で
も
、
根
本
的

に

は

変
化

し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
小
論
に
は
、
か
え
り
み
て
不
十
分
な
点
や
訂
正
す
べ
き
点
が
、
い
く
つ
か
あ
る
こ
と
を
も
、

認

め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
の
後
に
見
る
こ
と
の
で
き
た
資
料
も
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
思
想
家
は
私
に
と
り
、
一
編
の
未
成
熟
な
論
文

で
事
足
れ

り
と
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
性
を
感
じ
さ
せ
る
。
前
回
の
小
論
の
内
容
を
大
幅
に
改
訂
し
、
そ
れ
以
後
に
考
え
た
こ

と
や
調
べ
え
た
こ
と
を
加
え
、
新
た
な
論
文
と
し
て
公
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

　　一　1一

　
　
ぺ
　
楊
泉
は
、

三
世
紀
ご
ろ
の
呉
の
人
で
あ
る
が
、
そ
の
伝
状
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

『

北
堂
書
紗
』
巻
六
三
（
設
官
部
一
五
　
郎
中
九
六
）
に
『
晋
録
』
を
引
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

　
　
会
稽
の
相
朱
則

上
書

し
て
言
ふ
、
「
楊
泉
は
政
を
為
す
こ
と
清
操
に
し
て
自
然
に
発
す
」
と
。
呉
国
伝
を
堰
め
、
（
朱
則
）
閾

　
　
　
　
い
た

　
　
下
に

詣

り
て
上
書
し
、
朝
廷
徴
膀
せ
し
も
、
終
に
心
を
移
さ
ず
、
詔
し
て
泉
を
郎
中
に
拝
す
。

と
い
う
。
『
太
平
御
覧
』
巻
八
二
五
に
引
く
梁
の
元
帝
の
『
金
楼
子
』
に
は
、
楊
泉
の
こ
と
に
触
れ
て
、
彼
を
徳
淵
と
呼
ん
で
い
る
。

『

晴
書
』
経
籍
志
子
部
儒
家
（
夏
侯
湛
新
論
条
下
）
に
は
院
孝
緒
『
七
録
』
を
引
い
て
、
「
楊
子
物
理
論
十
六
巻
、
楊
子
大
元
経
十
四

巻
、
並
び
に
晋
徴
士
楊
泉
撰
」
（
楊
、
本
或
は
揚
に
作
る
）
と
い
い
、
同
じ
く
集
部
別
集
に
は
、
「
晋
処
士
楊
泉
集
二
巻
（
原
注
、
録

一
巻
）
」
を
著
録
す
る
。
ま
た
、
『
意
林
』
巻
五
『
太
元
経
』
条
原
注
に
は
、
「
梁
国
楊
泉
　
字
徳
淵
」
と
あ
る
。

　

こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
楊
泉
は
字
は
徳
淵
、
呉
の
会
稽
で
地
方
官
を
し
て
い
た
こ
と
が
あ
る
と
推
定
さ
れ
（
彼
が
会
稽
地
方
に
住
ん

だ

こ
と
が
あ
る
の
は
、
後
に
挙
げ
る
、
『
御
覧
』
巻
五
九
に
引
く
『
物
理
論
』
の
文
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
）
、
二
八
〇
年
に
呉
が
滅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ヨ
　

亡

し
、
こ
の
地
方
が
会
稽
国
と
な
っ
て
後
、
そ
の
相
で
あ
る
朱
則
な
る
人
が
上
書
し
て
晋
室
に
彼
を
推
薦
し
、
朝
廷
で
は
彼
を
徴
召

し
郎
中
に
任
じ
た
が
、
つ
い
に
晋
に
仕
え
ず
、
処
士
と
し
て
終
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。
惰
志
で
「
晋
徴
士
」
「
晋
処
士
」
と
称
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
し

て

い

る
の
は
、
か
か
る
経
歴
に
も
と
つ
く
も
の
で
あ
る
。
『
意
林
』
原
注
に
は
「
梁
国
楊
泉
」
と
い
い
、
漢
か
ら
晋
に
か
け
て
の
梁
国

は
、
河
南
省
東
部
の
商
丘
周
辺
か
ら
安
徽
省
北
端
に
わ
た
る
地
域
で
あ
る
が
（
『
漢
書
』
地
理
志
下
二
・
『
続
漢
書
』
郡
国
志
二
・
『
晋

書
』
地
理
志
中
参
照
）
、
『
意
林
』
は
右
の
資
料
の
中
で
は
比
較
的
新
し
い
も
の
な
の
で
、
楊
泉
の
本
貫
を
梁
国
と
定
め
て
よ
い
か
に

は
疑
問
が
の
こ
る
。
類
書
の
記
載
を
見
る
と
、
『
芸
文
類
聚
』
に
「
呉
楊
泉
」
（
巻
九
、
「
五
湖
賦
」
を
引
く
、
巻
二
三
、
「
賛
善
賦
」

を
引
く
）
「
晋
楊
泉
」
（
巻
六
五
、
「
蚕
賦
」
を
引
く
）
、
『
初
学
記
』
に
「
西
晋
楊
泉
」
（
巻
七
、
「
五
湖
賦
」
を
引
く
）
と
し
て
お
り
、

彼
が
呉
の

人
で
晋
に

入
っ
て
も
在
世
し
た
と
い
う
認
識
が
、
唐
代
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
　
　
以
上
に
よ
り
、
楊
泉

一 2一



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
こ

は
呉
の
人
で
、
三
国
か
ら
西
晋
に
至
る
間
、
ほ
ぼ
三
世
紀
に
活
動
し
た
、
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　

こ
の
時
代
、
江
南
呉
の
地
方
は
、
文
化
的
に
は
後
進
地
域
で
あ
っ
て
、
仏
教
の
影
響
は
広
ま
り
始
め
て
い
た
が
、
魏
晋
貴
族
間
に

流
行
を
極
め
て
い
た
老
荘
玄
学
の
風
は
、
な
お
及
ん
で
い
な
い
。
そ
も
そ
も
、
華
北
中
原
に
お
け
る
ご
と
き
顕
著
な
貴
族
制
は
、
こ

の

地
方
で
は
未
だ
形
成
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
た
だ
し
呉
郡
や
会
稽
で
は
、
在
地
豪
族
の
領
主
化
傾
向
が
見
出
さ
れ
る
と
い
わ
れ
る

　ゑ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

が
、
前
掲
の
よ
う
な
資
料
に
よ
る
か
ぎ
り
、
楊
泉
の
社
会
的
位
置
は
豪
族
・
高
官
と
は
考
え
が
た
い
。
こ
の
人
物
は
、
華
北
の
貴
族

社
会
の

風
尚
と
は
無
縁
に
、
そ
の
思
想
世
界
を
構
築
す
る
立
場
に
い
た
の
で
あ
る
。

　
楊
泉
の
著
作
と
し
て
は
、
『
物
理
論
』
十
六
巻
・
『
太
（
大
）
元
（
玄
）
経
』
十
四
巻
、
『
集
』
二
巻
の
存
在
が
伝
え
ら
れ
て
い
る

が
、
現
在
で
は
そ
の
大
部
分
は
散
逸
し
て
お
り
、
『
北
堂
書
紗
』
『
芸
文
類
聚
』
『
初
学
記
』
『
意
林
』
『
太
平
御
覧
』
『
文
選
注
』
そ
の

他
の

書
の
引
く
所
に
よ
っ
て
、
一
部
分
を
見
う
る
に
過
ぎ
な
い
。
隔
靴
掻
痒
の
う
ら
み
は
禁
じ
え
な
い
が
、
し
か
し
、
こ
れ
ら
断
片

的
に
伝
わ
っ
た
著
作
、
特
に
『
物
理
論
』
の
内
容
か
ら
す
る
に
、
楊
泉
の
思
想
は
、
瞠
目
す
る
に
足
り
る
独
自
性
を
持
つ
も
の
で
あ

る
。　

本
論
に

入

る
前
に
、
資
料
上
の
問
題
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。
ー
i

　
『

物
理
論
』
を
輯
供
し
た
も
の
と
し
て
通
行
し
て
い
る
の
は
、
孫
星
術
の
『
平
津
館
叢
書
』
本
と
、
黄
爽
の
『
黄
氏
逸
書
孜
』
本

と
で
あ
る
（
た
だ
し
後
者
は
前
者
に
全
く
同
じ
）
。
こ
れ
ら
に
は
、
『
意
林
』
巻
五
に
『
物
理
論
』
と
し
て
載
せ
ら
れ
て
い
る
文
が
、

す
べ
て
採
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
る
に
、
周
広
業
の
『
意
林
注
』
（
巻
五
、
『
傅
子
』
『
物
理
論
』
条
）
や
『
平
津
館
叢
書
』
本
の

馬
瑞
辰
の
序
が
す
で
に
注
意
し
て
い
る
よ
う
に
、
『
意
林
』
に
い
わ
ゆ
る
『
物
理
論
』
に
は
、
西
晋
の
傅
玄
（
二
一
七
～
二
七
八
）
の
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り
　

『

博
子
』
の
書
名
が
し
ば
し
ば
見
え
、
ま
た
他
書
に
引
く
『
傅
子
』
と
重
な
る
箇
所
が
多
い
。
厳
可
均
は
、
他
書
と
の
互
証
に
よ
り
、

『

意
林
』
巻
五
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
『
傅
子
』
は
実
は
皆
『
物
理
論
』
の
文
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
『
物
理
論
』
は
そ
の
大
部
分
が
実

は
『
傅
子
』
の
文
で
あ
る
、
と
考
読
し
て
い
る
（
『
鉄
橋
漫
稿
』
巻
六
「
傅
子
叙
」
、
『
全
晋
文
』
巻
四
七
「
傅
子
」
、
厳
氏
が
見
て
い

る
『
意
林
』
は
道
蔵
本
と
考
え
ら
れ
る
）
。
特
に
、
葉
徳
輝
は
、
『
傅
子
』
の
輯
本
を
作
っ
た
際
に
、
『
宋
本
意
林
』
な
る
も
の
に
よ
っ

て

校
勘
を
加
え
、
今
本
『
意
林
』
（
武
英
殿
聚
珍
版
本
）
巻
五
の
『
傅
子
』
十
二
条
は
す
べ
て
『
物
理
論
』
の
文
、
ま
た
同
巻
の
『
物

理

論
』
は
冒
頭
の
三
条
を
除
い
て
は
す
べ
て
『
傅
子
』
の
文
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
（
輯
本
『
傅
子
』
及
び
同
書
付
「
傅
子
訂

識
」
）
。
近
く
厳
一
薄
氏
は
、
葉
氏
の
い
う
『
宋
本
意
林
』
に
つ
い
て
は
そ
の
実
在
に
疑
い
を
呈
す
る
が
、
『
説
郭
』
本
と
の
対
照
に
も

と
つ
い
て
、
葉
氏
の
校
正
自
体
は
信
ず
べ
き
で
あ
る
と
す
る
（
「
意
林
校
本
序
」
「
意
林
校
勘
記
し
、
王
叔
眠
編
「
類
書
蒼
編
」
五
『
意

林
』
に
付
す
、
台
湾
芸
文
印
書
館
）
。

　
『

平
津
館
叢
書
』
『
黄
氏
供
書
放
』
以
外
の
『
物
理
論
』
輯
供
に
つ
い
て
い
え
ば
、
ま
ず
、
清
末
の
銭
保
塘
が
孫
星
術
輯
本
を
重
校

し
た
も
の
が
『
清
風
室
叢
書
』
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
、
周
広
業
・
厳
可
均
の
説
に
も
と
つ
い
て
孫
氏
輯
本
を
訂
正
し
、
他

に

若
干
の

補
足

を
加
え
た
も
の
で
あ
る
（
な
お
銭
氏
は
同
叢
書
の
『
傅
子
』
に
、
『
意
林
』
所
引
の
『
物
理
論
』
の
文
の
大
部
分
を
付

加
し
て
い
る
）
。
同
じ
く
清
末
の
王
仁
俊
の
『
玉
函
山
房
輯
侠
書
続
編
』
（
稿
本
は
上
海
図
書
館
蔵
、
最
近
、
他
の
輯
侠
書
二
種
と
と

も
に
『
玉
函
山
房
輯
侠
書
続
編
三
種
』
と
し
て
上
海
古
籍
出
版
社
よ
り
影
印
刊
行
さ
れ
た
）
は
、
『
物
理
論
』
の
条
で
、
『
意
林
』
に

引
く
『
傅
子
』
の
文
の
う
ち
他
書
に
『
物
理
論
』
と
し
て
引
か
れ
て
い
る
も
の
を
掲
出
し
、
『
傅
子
』
の
条
で
、
『
意
林
』
に
引
く
『
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

理
論
』
の
文
に
つ
き
同
様
の
処
置
を
と
っ
て
い
る
。
わ
が
国
の
依
田
利
用
の
『
古
供
窺
斑
』
は
、
国
会
図
書
館
に
稿
本
が
蔵
さ
れ
て

い

る
、
彪
大
な
輯
侠
書
で
あ
る
が
、
そ
の
巻
六
七
に
『
物
理
論
』
『
太
元
経
』
を
収
め
て
お
り
、
『
物
理
論
』
に
つ
い
て
見
て
も
博
採
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を
極
め
、
わ
が
国
で
編
さ
れ
た
『
秘
府
略
』
や
侠
存
書
の
『
五
行
大
義
』
『
玉
燭
實
典
』
を
利
用
し
て
い
る
と
い
う
特
色
を
も
有
す
る

が
、
『
意
林
』
所
引
の
い
わ
ゆ
る
『
物
理
論
』
の
文
に
つ
い
て
は
、
『
傅
子
』
（
武
英
殿
聚
珍
版
本
あ
る
い
は
そ
れ
に
よ
る
享
和
官
版
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

か
）
と
一
致
す
る
も
の
若
干
に
つ
き
そ
の
こ
と
を
注
記
し
て
い
る
。

　
以
上

を
要
す
る
に
、
先
に
記
し
た
厳
可
均
・
葉
徳
輝
の
校
正
、
簡
略
に
い
え
ば
今
本
『
意
林
』
に
お
い
て
『
傅
子
』
と
『
物
理
論
』

と
が
互
溜
し
て
い
る
、
と
の
指
摘
は
、
従
う
べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
今
本
『
意
林
』
に
『
物
理
論
』
と
し
て
引
か
れ

て

い

る
文
は
、
冒
頭
三
条
を
除
い
て
は
、
楊
泉
に
関
す
る
資
料
か
ら
省
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
現
代
中
国
で
は
、
楊
泉
の
思
想
へ
の
評
価

は
高
く
、
中
国
思
想
史
・
哲
学
史
の
概
説
書
の
類
も
、
相
当
の
紙
幅
を
こ
の
思
想
家
に
割
く
の
で
あ
る
が
、
侯
外
盧
氏
ら
の
『
中
国

思
想
通
史
』
（
第
三
巻
、
人
民
出
版
社
、
三
四
〇
頁
以
下
）
な
ど
二
、
三
の
書
が
、
傅
玄
と
楊
泉
と
を
結
合
し
て
扱
っ
て
い
る
こ
と

は
、
右
の
意
味
で
当
を
得
な
い
。
張
岱
年
氏
は
つ
と
に
、
厳
可
均
・
葉
徳
輝
の
説
を
引
い
て
侯
氏
の
見
解
を
批
判
し
て
お
り
、
（
前
掲

〈
注

1
＞
論
文
）
、
任
継
愈
氏
主
編
の
『
中
国
哲
学
史
』
（
第
二
冊
、
人
民
出
版
社
、
一
九
三
頁
以
下
）
で
は
、
こ
の
問
題
へ
の
注
意

が

払
わ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
な
お
、
『
物
理
論
』
の
ほ
か
、
『
太
元
経
』
に
つ
い
て
は
、
『
意
林
』
巻
五
に
数
条
を
載
せ
る
ほ
か
、
『
御
覧
』
に
供
文
が
若
干
あ
り
、

『

玉
函
山
房
輯
供
書
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
芸
文
類
聚
』
そ
の
他
に
数
編
の
賦
が
引
か
れ
、
『
御
覧
』
巻
五
二
六
に
「
請

辞
」
な
る
短
文
が
見
え
、
い
ず
れ
も
惰
志
等
に
い
う
『
楊
泉
集
』
に
収
め
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
ら
は
厳
可
均
『
全

三
国
文
』
巻
七
五
に
輯
さ
れ
て
い
る
（
た
だ
し
『
全
三
国
文
』
は
「
請
辞
」
の
出
典
を
御
覧
二
五
六
に
誤
る
）
。

　
本
稿
で
は
、
『
物
理
論
』
を
始
め
と
す
る
楊
泉
の
著
作
中
の
、
今
に
伝
わ
る
資
料
に
即
し
て
、
彼
の
思
想
の
諸
側
面
に
つ
い
て
論

じ
、
そ
の
特
色
や
問
題
性
に
迫
っ
て
み
た
い
。
な
お
、
以
下
、
楊
泉
の
著
作
か
ら
の
引
用
の
う
ち
、
書
名
を
記
さ
な
い
も
の
は
す
べ
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て

『

物
理
論
』
の
文
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

二

　
楊
泉
の

思
想

を
構
成
す
る
諸
側
面
の
な
か
で
最
も
顕
著
な
も
の
は
、
自
然
の
世
界
に
関
す
る
彼
の
見
方
で
あ
る
。
彼
の
い
う
所
に

よ
れ
ば
、

　
①
天
地
を
立
つ
る
所
以
の
者
は
水
な
り
。
天
地
を
成
す
者
は
気
な
り
。
水
土
の
気
、
升
っ
て
天
と
為
る
。
（
御
覧
二
・
書
紗
一
四
九
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

　
　
初
学
記
一
・
続
博
物
志
二

　
②
天
地
を
立
つ
る
所
以
の
者
は
水
な
り
。
夫
れ
水
は
地
の
本
な
り
。
元
気
を
吐
き
、
日
月
を
発
し
、
星
辰
を
経
す
る
こ
と
、
皆
水

　
　
由
り
し
て
興
る
。
（
御
覧
五
九
）

1
「
天
地
」
を
構
成
し
て
い
る
も
の
は
「
気
」
で
あ
る
。
「
元
気
」
の
語
は
、
「
気
」
が
、
万
物
の
原
質
と
し
て
（
陰
陽
な
ど
に
未

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

だ

分
化

し
て
い
な
い
）
単
一
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
（
元
）
気
」
は
「
水
」
に
由
来
す
る
と
考
え
ら

れ
て

い

て
、
故
に
、
「
天
地
を
立
つ
る
所
以
の
者
は
水
な
り
」
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
（
右
の
①
の
文
の
「
水
土
の
気
」
の
土

字
は
、
あ
る
い
は
何
ら
か
の
誤
り
で
は
あ
る
ま
い
か
。
）
か
よ
う
に
彼
は
、
「
天
地
」
す
な
わ
ち
自
然
的
世
界
の
始
源
は
「
水
」
で
あ

り
、
「
水
」
に
由
来
す
る
、
し
た
が
っ
て
物
質
的
な
「
気
」
が
、
「
天
地
」
を
構
成
す
る
単
一
の
要
素
で
あ
る
と
す
る
が
、
こ
の
「
気
」

は
、
「
蚕
賦
」
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ま
ね

　
③
惟
れ
陰
陽
の
物
を
産
む
や
、
気
は
陶
化
し
て
播
流
し
、
物
は
気
を
受
け
て
生
を
含
む
。
皆
纏
綿
し
て
自
つ
か
ら
周
し
。
（
類
聚
六
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五
）

の

よ
う
に
、
陰
陽
に
分
化
し
つ
つ
流
動
し
「
物
」
を
生
ぜ
し
め
る
も
の
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
る
。

　
楊
泉
の
自
然
観
の
根
底
を
な
す
右
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
彼
自
身
の
具
体
的
知
見
、

　
④
九
州
の
外
、
皆
水
な
り
。
余
昔
会
稽
に
在
り
。
南
山
を
仰
ぎ
看
る
に
、
雲
の
漂
練
の
如
く
に
し
て
方
数
十
丈
な
る
を
見
る
。
其

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
　

　
　
の
聲
娘
礒
た
り
。
須
輿
に
し
て
山
下
の
居
民
驚
骸
し
、
洪
水
大
い
に
至
り
き
。
（
御
覧
五
九
）

と
い
い
、
ま
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

　
⑤
夫
れ
土
地
は
皆
形
名
有
り
、
而
う
し
て
人
焉
れ
を
察
す
る
莫
し
。
亀
龍
の
体
有
り
、
鱗
（
案
ず
る
に
当
に
麟
に
作
る
べ
し
）
鳳

　
　
の

貌
有

り
、
弓
弩
の
勢
有
り
、
斗
升
の
象
有
り
、
…
…
膏
英
の
利
有
り
、
堵
埆
の
害
有
り
。
此
の
十
形
は
、
気
勢
の
終
始
、
陰

　
　
陽
の

極
ま
る
所
な
り
。
（
初
学
記
五
・
事
類
賦
六
）

と
い
う
ご
と
き
に
、
結
合
さ
れ
て
も
い
る
。
右
の
④
は
、
自
然
的
世
界
の
始
源
で
あ
る
「
水
」
が
大
地
を
囲
続
し
て
い
る
、
と
す
る

も
の
、
⑤
は
、
「
気
」
の
流
動
が
地
形
・
地
質
の
差
異
を
も
た
ら
す
こ
と
を
い
う
も
の
で
あ
る
。
特
に
④
に
関
連
し
て
い
う
な
ら
ば
、

「

水
」
を
天
地
万
物
の
始
源
と
す
る
こ
と
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
楊
泉
以
前
に
も
先
縦
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
水
の
豊
か
な
江
南
に
彼

が
居
住

し
て
い
た
こ
と
は
、
彼
の
思
想
に
お
い
て
水
が
重
視
さ
れ
た
こ
と
の
、
一
つ
の
動
機
を
な
し
た
で
あ
ろ
う
。
「
五
湖
賦
」
の
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
そ

「

溶

と
し
て
大
な
る
哉
、
於
此
の
五
湖
、
乃
ち
天
地
の
玄
源
、
陰
陽
の
但
く
所
」
「
太
陰
の
恕
ぐ
所
、
玄
霊
の
遊
ぶ
所
」
「
日
月
是
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

於
て

出
入
し
、
天
漢
と
相
望
む
」
（
類
聚
九
・
初
学
記
七
）
な
ど
と
い
う
叙
述
も
、
彼
の
思
想
形
成
の
養
分
と
な
っ
た
実
見
の
一
端
を

示
す

も
の
で
あ
ろ
う
。
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さ
て
、
か
よ
う
な
根
底
の
上
に
楊
泉
が
築
き
上
げ
た
自
然
的
世
界
の
像
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

⑥
元
気
は
皓
大
、
則
ち
皓
天
と
称
す
。
皓
天
は
元
気
な
り
、
皓
然
た
る
の
み
、
他
物
無
し
。
（
御
覧
一
・
書
紗
一
四
九
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぽ
　

⑦
日
は
、
太
陽
の
精
な
り
。
夏
は
則
ち
陽
盛
ん
に
し
て
陰
衰
ふ
、
故
に
昼
長
く
し
て
夜
短
し
、
冬
は
則
ち
陰
盛
ん
に
し
て
陽
衰
ふ
、

　
故
に

昼
短

く
し
て
夜
長
し
。
気
之
れ
を
引
く
な
り
。
陽
を
行
く
の
道
は
長
し
、
故
に
卯
酉
の
北
に
出
入
す
。
陰
を
行
く
の
道
は

　
短

し
、
故
に
卯
酉
の
南
に
出
入
す
。
春
秋
は
陰
陽
等
し
、
故
に
日
の
行
く
こ
と
中
平
に
し
て
〔
故
日
行
中
平
、
五
行
大
義
は
故

　
行
中
道
に
作
る
〕
、
昼
夜
等
し
き
な
り
。
（
御
覧
四
・
五
行
大
義
四
）

⑧
月
は
陰
の
精
、
其
の
形
や
円
、
其
の
質
や
清
、
日
の
光
を
稟
け
て
、
而
う
し
て
其
の
体
を
見
す
。
日
照
ら
さ
ず
ん
ば
、
則
ち
之

　
れ

を
塊
と
謂
ふ
。
…
…
（
唐
開
元
占
経
一
こ

⑨
月
は
水
の
精
、
潮
に
大
小
有
り
、
月
に
彪
盈
有
り
。
（
書
紗
一
五
〇
）

⑩
星
は
、
元
気
の
英
な
り
、
漢
水
の
精
な
り
。
気
発
し
て
升
り
〔
毛
詩
疏
、
気
発
而
著
に
作
る
、
御
覧
八
に
依
り
升
に
改
む
〕
、

　
精
華
浮
上
し
、
宛
転
と
し
て
随
流
す
、
名
づ
け
て
天
河
と
日
ひ
、
　
に
雲
漢
と
日
ふ
。
衆
星
焉
れ
に
出
づ
〔
末
句
、
御
覧
八
に

　
依
り
補
ふ
〕
。
（
毛
詩
小
雅
大
東
疏
・
書
紗
一
五
〇
・
御
覧
七
・
同
八
）

⑪
日
月
の
精
、
星
辰
と
為
る
、
星
辰
は
地
よ
り
生
ず
。
（
御
覧
七
）

⑫
星
は
元
気
の
英
、
日
の
精
な
り
。
二
十
八
宿
、
度
数
常
有
り
、
故
に
恒
星
と
謂
ふ
。
（
御
覧
七
）

⑬
北
極

は
天
の
中
、
陽
気
の
北
極
な
り
。
極
南
は
太
陽
為
り
、
極
北
は
太
陰
為
り
。
日
月
五
星
、
太
陰
を
行
か
ば
則
ち
光
無
く
、

　
太
陽
を
行
か
ば
則
ち
能
く
照
る
。
故
に
昏
明
寒
暑
の
限
極
為
る
な
り
。
（
史
記
天
官
書
索
隠
・
書
⑳
一
四
九
・
古
文
苑
六
黄
香
九

　
宮
賦
注
）
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の

よ
う
に
、
皓
天
　
　
皓
然
た
る
、
元
気
そ
の
も
の
の
集
積
で
あ
る
天
に
、
「
気
」
を
原
質
と
す
る
日
・
月
・
星
辰
が
懸
り
、
そ
れ
ら

は
「
気
」
に
　
　
元
気
な
い
し
は
そ
れ
が
分
化
し
た
陰
陽
に
依
存
し
て
運
行
し
、
し
た
が
っ
て
す
べ
て
の
天
文
現
象
は
「
気
」
の
作

用

の
結
果
で
あ
り
、

　
⑭
風
は
、
陰
陽
の
乱
気
、
激
発
し
て
起
る
者
な
り
、
猶
人
の
内
気
、
喜
怒
哀
楽
に
因
り
、
激
越
し
て
発
す
る
が
ご
と
き
な
り
。
故

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

　
　
に
春
気
は
温
、
其
の
風
は
温
以
て
和
、
喜
風
な
り
。
…
…
此
の
八
風
は
、
方
土
気
を
異
に
し
、
徐
疾
同
じ
か
ら
ず
。
…
…
（
御

　
　覧
九
・
五
行
大
義
四
・
文
選
一
三
宋
玉
風
賦
注
醐
鯉
誌
・
事
類
賦
二
）

　
⑮
積
風

雷

を
成
す
。
（
書
紗
一
五
二
・
類
聚
二
・
初
学
記
一
・
白
孔
六
帖
二
・
御
覧
一
三
・
事
類
賦
三
）

　
⑯
熱
気
散
じ
て
電
と
為
る
。
（
書
紗
一
五
二
・
御
覧
＝
二
）

　
⑰
激
気

風
を
成
し
、
湧
気
雨
を
成
し
、
濁
霧
雪
を
成
し
、
清
露
霜
を
成
す
。
（
意
林
五
引
く
太
元
経
）

の

よ
う
に
、
風
・
雨
・
雷
・
電
等
々
の
現
象
が
、
同
じ
く
「
気
」
を
原
因
と
し
て
生
起
し
、

　
⑱
地

は
、
底
な
り
、
底
の
言
は
著
な
り
、
陰
体
下
著
す
る
な
り
。
…
…
地
は
形
に
高
下
有
り
、
気
に
剛
柔
有
り
、
物
に
巨
細
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
り
、
味
に
甘
苦
有
り
。
之
れ
を
鎮
む
る
に
五
岳
を
以
て
し
、
之
れ
に
積
む
に
丘
陵
を
以
て
し
、
之
れ
に
播
く
に
四
漬
を
以
て
し
、

　
　
之
れ
に

流
す
に

百
川
〔
御
覧
四
川
に
作
る
、
書
紗
に
依
り
改
む
〕
を
以
て
す
。
蓋
し
気
の
自
然
の
体
な
り
。
地
気
〔
気
字
書
紗

　
　
に

依

り
補
ふ
〕
は
黄
泉
に
発
し
、
周
伏
〔
伏
疑
ふ
ら
く
は
当
に
復
に
作
る
べ
き
か
〕
廻
転
し
、
以
て
万
物
を
生
ず
。
地
は
天
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
根
本
な
り
。
形
西
北
に
高
く
し
て
而
う
し
て
東
南
に
下
く
、
東
西
に
長
く
、
南
北
に
短
し
。
其
れ
四
海
に
尽
く
る
者
な
り
。
（
御

　
　
覧
三
六
・
同
五
三
・
書
紗
一
五
七
・
爾
雅
釈
地
釈
文
・
五
行
大
義
一
・
事
類
賦
六
）

　
⑲
游
濁
（
す
る
も
の
）
土
と
為
り
、
土
気
合
和
し
て
、
而
う
し
て
庶
類
自
つ
か
ら
生
ず
。
（
御
覧
三
七
）
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⑳
土
精
石
と
為
る
。
石
は
気
の
核
な
り
。
気
の
石
を
生
ず
る
は
、
猶
人
の
筋
絡
の
爪
牙
を
生
ず
る
が
ご
と
き
な
り
。
（
初
学
記
五
・

　
　
類
聚
六
・
事
類
賦
七
）

の

よ
う
に
、
大
地
が
下
に
固
定
し
て
い
て
、
そ
こ
に
山
川
が
存
在
し
、
万
物
（
庶
類
）
が
発
生
す
る
が
、
こ
れ
ら
も
ま
た
「
気
」
の

作
用

の

結
果
で
あ
り
、
そ
し
て
、
前
引
の
文
④
に
「
九
州
の
外
、
皆
水
な
り
」
と
い
う
ご
と
く
（
右
の
文
⑱
に
、
地
は
「
四
海
に
尽

く
」
と
い
う
の
も
同
じ
意
味
で
あ
ろ
う
）
、
大
地
の
周
囲
は
水
に
か
こ
ま
れ
て
い
る
。
　
　
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ザ

　
右
に
素
描
し
た
楊
泉
の
所
説
に
は
、
個
々
に
は
不
明
確
な
点
や
、
時
に
矛
盾
と
思
わ
れ
る
点
も
含
ま
れ
て
い
て
、
そ
れ
は
一
つ
に

は
、
彼
の
著
作
が
断
片
の
形
で
の
み
伝
わ
る
こ
と
に
も
因
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
彼
に
お
い
て
、
万
物
の
始
源
と
し
て
「
水
」

が

あ
り
、
「
水
」
か
ら
「
気
」
が
発
生
し
、
「
気
〉
は
流
動
し
て
天
と
地
を
形
成
し
、
そ
し
て
「
気
」
の
作
用
の
結
果
と
し
て
さ
ま
ざ

ま
の
現
象
が
起
り
万
物
が
生
ず
る
、
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
以
上
に
挙
げ
た
諸
文
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
認
め
ら
れ
る
。
し
た

が
っ

て

彼
に
あ
っ
て
は
、
生
物
を
含
め
た
自
然
の
世
界
の
す
べ
て
の
存
在
と
そ
の
運
動
は
、
「
気
」
の
表
現
形
態
と
し
て
把
握
さ
れ

る
。
か
く
の
ご
と
き
も
の
が
、
彼
に
お
け
る
自
然
的
世
界
の
像
で
あ
っ
た
。
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三

楊
泉
の
自
然
観
は
、
い
く
つ
か
の
先
縦
を
持
つ
。

楊
泉
が

「

水
」
を
万
物
の
始
源
と
し
た
こ
と
は
、

『管
子
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び

水
地
篇
や
『
春
秋
元
命
苞
』

に
、
そ
の
原
型
を
見
る
こ
と
が
で
き
る



し
、
大
地
の
周
囲
が
水
に
か
こ
ま
れ
て
い
る
と
す
る
の
は
、
郷
桁
の
九
州
説
に
連
な
る
も
の
で
あ
る
（
注
1
4
参
照
）
。
そ
の
他
、
『
老

子
』
に
い
う
「
至
柔
」
（
第
四
三
章
）
「
柔
弱
」
（
第
七
八
章
）
な
る
も
の
と
し
て
の
水
、
こ
れ
を
敷
術
し
た
『
准
南
子
』
原
道
篇
の
一

節
（
「
天
下
の
物
、
水
よ
り
柔
弱
な
る
莫
し
」
以
下
）
、
更
に
、
五
行
説
（
『
尚
書
』
洪
範
等
々
の
）
に
お
け
る
水
や
、
医
学
説
で
の
十

二
経
水

と
十
二
経
脈
・
五
蔵
六
府
の
結
合
（
『
黄
帝
内
経
霊
枢
』
経
別
・
経
水
・
邪
客
参
照
）
、
後
に
い
う
天
文
学
説
で
の
水
、
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぺ
の
　

ま
で
視
野
に
入
れ
れ
ば
、
中
国
思
想
に
お
け
る
水
を
め
ぐ
る
想
念
は
、
楊
泉
の
時
代
ご
ろ
ま
で
に
限
っ
て
も
多
様
で
あ
っ
て
、
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
な
び

ら
と
彼
の
思
想
と
の
関
連
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
楊
泉
の
言
説
は
、
『
准
南
子
』
天
文
篇
の
、
「
清
陽
な
る
者
は
薄
靡
き
て
天
と

　
　
　
　
　
　
　
　
と
ど
こ
ほ

為

り
、
重
濁
せ
る
者
は
凝
滞
り
て
地
と
為
る
」
「
積
陽
の
熱
気
火
を
生
じ
、
火
気
の
精
な
る
者
は
日
と
為
る
。
積
陰
の
寒
気
水
と
為

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　

り
、
水
気
の
精
な
る
者
は
月
と
為
る
。
日
月
の
淫
気
、
精
な
る
者
は
星
辰
と
為
る
」
「
天
の
偏
気
、
怒
る
者
は
風
と
為
り
、
地
の
含

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ま

気
、
和
す
る
者
は
雨
と
為
る
。
陰
陽
相
薄
り
、
感
じ
て
雷
と
為
り
、
激
し
て
霧
と
為
り
、
乱
れ
て
霧
と
為
る
」
「
日
は
、
陽
の
主
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

り
、
…
…
月
は
陰
の
宗
な
り
」
な
ど
の
語
句
に
共
通
す
る
所
が
あ
り
、
他
に
、
『
大
戴
礼
記
』
曾
子
天
円
篇
や
『
春
秋
元
命
苞
』
な
ど

に

も
、
風
・
雨
・
雷
・
電
等
々
を
陰
と
陽
の
関
係
を
も
っ
て
説
明
す
る
考
え
方
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
彼
が
自
然
的
世
界
の
像

を
構
成
す
る
素
材
と
な
っ
た
と
お
も
わ
れ
る
。

　
右

と
と
も
に
ま
た
、
楊
泉
に
は
、
漢
以
来
の
天
文
学
説
あ
る
い
は
宇
宙
構
造
論
か
ら
の
影
響
が
、
濃
厚
に
認
め
ら
れ
る
。
い
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　

い

呉
人
に

は
、
陸
績
・
王
蕃
・
挑
信
・
虞
聾
、
更
に
晋
に
入
っ
て
も
虞
喜
・
葛
洪
な
ど
、
天
文
・
宇
宙
構
造
を
論
じ
た
人
が
多
い
が
、

楊
泉

も
そ
の
ひ
と
り
に
数
え
ら
れ
よ
う
。
漢
以
来
の
宇
宙
構
造
論
と
し
て
主
要
な
も
の
に
、
『
晋
書
』
天
文
志
上
の
い
わ
ゆ
る
三
家
、

蓋
天

（『
続
漢
書
』
天
文
志
上
劉
昭
注
に
引
く
察
邑
表
志
に
い
う
周
碑
）
・
宣
夜
・
渾
天
の
三
説
が
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

楊
泉
が
「
九
州
の
外
、
皆
水
な
り
」
と
い
う
の
は
、
渾
天
説
の
代
表
者
で
あ
る
後
漢
の
張
衡
の
「
渾
天
儀
」
に
、
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ひ
と

　
　
渾
天
は

難
子
の
如

し
。
天
体
は
円
な
る
こ
と
弾
丸
の
如
く
、
地
は
難
子
中
の
黄
の
如
く
に
し
て
、
孤
り
内
に
居
る
。
天
は
大
に

　
　

し
て
地
は
小
、
天
の
表
裏
に
水
有
り
。
天
の
地
を
包
む
こ
と
、
猶
殻
の
黄
を
裏
む
が
ご
と
し
。
天
地
各
お
の
気
に
乗
り
て
立
ち
、

　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
ひ
　
　
　
　

　
　
水
に

載
り
て
浮
ぶ
。
（
唐
開
元
占
経
一
・
類
聚
一
・
御
覧
二
・
事
類
賦
一
）

と
い
う
所
説
と
の
繋
が
り
を
示
唆
し
て
い
る
。
し
か
し
、
渾
天
説
が
、
天
を
固
形
的
な
も
の
と
考
え
、
そ
れ
が
南
北
極
を
軸
（
地
平

面
に

対
し
三
十
六
度
の
傾
斜
を
持
つ
）
と
し
て
、
地
の
上
下
を
回
転
す
る
と
し
、
「
天
の
転
ず
る
こ
と
、
車
載
の
運
る
が
如
き
な
り
、

周
旋
し
て
端
無
く
、
其
の
形
渾
渾
た
り
」
（
「
渾
天
儀
」
、
唐
開
元
占
経
一
・
書
紗
一
・
類
聚
一
・
初
学
記
…
・
御
覧
二
・
事
類
賦
二

と
す
る
の
に
対
し
て
は
、
楊
泉
は
批
判
的
な
態
度
を
と
る
。

⑳
夫
れ
地
は
有
形
に
し
て
天
は
無
体
。
讐
へ
ば
火
の
如
し
、
煙
上
に
在
り
て
灰
下
に
在
る
な
り
。
…
…
渾
天
の
説
に
就
か
ば
、

　
　
則

ち
斗
極
正
し
か
ら
ず
。
（
御
覧
二
）

す

な
わ
ち
、
天
は
渾
天
説
の
い
う
ご
と
き
固
形
性
を
有
せ
ず
、
か
つ
天
は
上
に
地
は
下
に
在
る
、
と
い
う
の
と
、
渾
天
説
に
よ
れ
ば

天
の
北
極
が
天
頂

と
一
致
せ
ず
「
不
正
」
で
あ
る
こ
と
と
な
る
、
と
い
う
の
と
が
そ
の
理
由
で
あ
る
。
彼
は
ま
た
、
渾
天
説
と
対
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゼ

し
た
蓋
天
説
（
周
碑
説
）
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
が
「
天
気
は
辺
に
循
ひ
て
行
き
、
磨
石
に
従
ふ
」
と
す
る
の
を
、
「
若
し
蓋
天
を
用
ひ

ば
、
則
ち
日
月
の
出
入
定
ま
ら
ず
」
、
日
月
の
出
入
を
説
明
し
え
な
い
、
と
し
て
斥
け
て
い
る
の
で
あ
っ
て
（
御
覧
二
）
、
宇
宙
構
造
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

天
体
の

運
行
に

関
す
る
彼
の
見
解
は
、
宣
夜
説
に
近
い
。
宣
夜
説
は
、
後
漢
の
郡
萌
の
説
い
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
、
そ
の
内
容
は
、

　
　
　
　
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ら

　
　
天
は

了

え
て
質
無
し
。
仰
い
で
之
れ
を
謄
ば
、
高
遠
に
し
て
極
ま
り
無
く
、
眼
督
み
精
絶
ゆ
、
故
に
蒼
蒼
然
た
る
な
り
。
…
…

　
　
日
月
衆
星
、
自
然
に
し
て
虚
空
の
中
に
浮
生
し
、
其
の
行
き
其
の
止
ま
る
、
皆
気
を
須
つ
。
是
を
以
て
七
曜
或
い
は
逝
き
或
い

　
　
は
住
ま
り
、
或
い
は
順
、
或
い
は
逆
、
伏
見
常
無
く
、
進
退
同
じ
か
ら
ず
。
根
繋
す
る
所
無
き
に
由
る
、
故
に
各
お
の
異
な
る
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な
り
。
故
に
辰
極
は
常
に
其
の
所
に
居
り
、
而
う
し
て
北
斗
は
衆
星
と
與
に
西
没
せ
ざ
る
な
り
。
…
…
（
晋
書
天
文
志
上
）

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
楊
泉
は
、
渾
天
説
の
、
天
は
固
形
的
で
車
輪
の
よ
う
に
回
転
す
る
と
い
う
主
張
を
非
と
し
、
天
は
「
元
気
」

の
集
積
で
あ
り
（
前
引
の
文
⑥
）
、
「
無
体
」
で
上
方
に
在
り
（
⑳
）
、
地
は
「
有
形
」
で
下
方
に
在
り
（
⑳
）
、
日
月
星
辰
は
「
気
」

を
原
質
と
し
、
「
気
之
れ
を
引
く
な
り
」
（
⑦
）
「
気
発
し
て
升
り
…
…
宛
転
と
し
て
随
流
す
」
（
⑩
）
「
太
陰
（
太
陽
）
を
行
か
ば
…
…
」

（⑬
）
な
ど
の
よ
う
に
「
気
」
の
運
動
に
よ
っ
て
運
行
す
る
、
と
論
じ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
彼
の
宇
宙
構
造
論
は
、
明
ら
か
に
、
宣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぷ
　

夜
説
に

最
も
近
い
の
で
あ
る
。
彼
が
、
天
は
「
無
体
」
、
地
は
「
陰
体
」
に
し
て
「
下
著
」
（
⑱
）
せ
る
も
の
で
「
有
形
」
（
⑳
）
、
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
、
両
者
を
煙
と
灰
に
た
と
え
て
い
る
（
⑳
）
の
は
、
前
引
の
『
准
南
子
』
天
文
篇
を
始
め
多
数
の
書
に
見
ら
れ
る
、
軽
清
の
気
が

天

と
な
り
重
濁
の
気
が
地
と
な
っ
た
と
す
る
考
え
方
を
受
け
つ
ぐ
も
の
で
あ
る
が
、
彼
に
あ
っ
て
は
そ
れ
が
、
宣
夜
説
的
宇
宙
論
を

構
成
す

る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
以
上
の

よ
う
に
、
楊
泉
の
所
説
は
、
い
く
つ
か
の
先
縦
を
持
つ
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
彼
が
、
「
水
」
↓
「
気
」
↓
天
地
万
物
、

と
い
う
枠
組
に
よ
っ
て
自
然
的
世
界
の
像
を
築
き
上
げ
、
す
べ
て
の
自
然
現
象
を
そ
の
な
か
で
把
握
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
、

彼
の

独
自
の
思
想
的
業
績
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
彼
は
、
ひ
と
つ
の
基
本
的
論
理
1
「
気
」
の
論
理
と
も
呼
ぶ
べ
き
ー
に

貫
徹
さ
れ
た
、
自
然
解
釈
の
体
系
を
提
示
し
た
わ
け
で
あ
り
、
そ
し
て
こ
の
体
系
は
、
「
水
」
「
気
」
と
い
う
物
質
的
な
も
の
を
世
界

の

始
源
・
原
質
で
あ
る
と
し
、
そ
れ
に
優
位
、
超
越
す
る
存
在
を
認
め
な
い
こ
と
に
お
い
て
、
唯
物
論
的
な
も
の
と
い
い
う
る
。

　
「

気
」
の
概
念
に
も
と
つ
い
て
自
然
の
世
界
を
解
釈
し
た
重
要
な
思
想
家
と
し
て
、
楊
泉
よ
り
前
に
、
後
漢
の
王
充
が
い
る
こ
と

は

い

う
ま
で
も
な
い
。
王
充
は
、
天
地
間
の
万
物
は
「
気
」
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
と
し
、
し
た
が
っ
て
、
万
物
の
生
成
・
存
在
は
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お
　

い
わ
ゆ

る
「
自
生
」
「
自
然
」
な
る
も
の
と
考
え
た
。
楊
泉
は
、
万
物
は
「
気
」
か
ら
成
る
と
し
、
更
に
、

　
⑳
此
の

八
風

は
、
方
土
気
を
異
に
し
、
徐
疾
同
じ
か
ら
ず
。
和
平
な
ら
ば
則
ち
慎
、
違
逆
せ
ば
則
ち
凶
、
之
れ
を
使
ふ
者
有
る
に

　
　
非
ざ
る
な
り
。
気
積
み
て
自
つ
か
ら
然
り
。
怒
ら
ば
則
ち
沙
を
飛
ば
せ
礫
を
揚
げ
、
屋
を
発
き
樹
を
抜
き
、
喜
ば
ば
則
ち
枝
を

　
　
揺

ら
せ
草
を
動
か
さ
ず
〔
編
珠
引
い
て
揺
枝
動
花
に
作
り
、
揺
字
の
上
に
不
字
無
し
〕
、
物
に
順
ひ
気
を
布
く
。
天
地
の
性
、
自

　
　
然
の

体
な
り
。
（
御
覧
九
・
五
行
大
義
四
・
編
珠
一
・
文
選
一
三
謝
恵
連
雪
賦
注
・
事
類
賦
二
、
⑭
の
文
よ
り
続
く
）

　
　
地

は
形
に
高
下
有
り
、
気
に
剛
柔
有
り
、
…
…
蓋
し
気
の
自
然
の
体
な
り
。
（
前
引
⑱
）

と
、
「
気
」
の
表
れ
た
形
態
と
し
て
の
万
物
の
存
在
・
運
動
の
す
が
た
を
「
自
然
」
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
に
お
い
て
は
、
ま
さ
し
く
王

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

充

を
継
承
す
る
位
置
に
あ
る
。
し
か
し
王
充
に
あ
っ
て
は
、
「
気
」
は
天
地
（
物
理
的
意
味
で
の
）
か
ら
生
ず
る
と
さ
れ
て
い
て
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
　

こ
か
ら
、
「
気
」
を
天
文
に
結
合
し
た
り
、
人
の
「
貴
賎
貧
富
」
の
原
因
を
、
「
気
」
に
含
ま
れ
る
「
衆
星
の
精
」
に
求
め
た
り
す
る
、

非
合
理
的
要
素
が
導

き
出
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
論
理
的
に
は
、
天
地
↓
「
気
」
と
い
う
考
え
方
に
起
因
す
る
。
一
方
、
楊
泉
に
あ
っ

て

は
、
前
述
の
よ
う
に
「
気
」
↓
天
地
と
い
う
考
え
方
が
な
さ
れ
て
お
り
、
天
体
の
現
象
も
「
気
」
の
表
現
形
態
と
し
て
の
み
捉
え

ら
れ
た
か
ら
、
王
充
の
場
合
の
よ
う
な
非
合
理
性
の
迷
路
に
入
り
こ
む
こ
と
を
免
れ
て
い
る
。
王
充
が
天
の
物
理
的
構
造
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

蓋
天
説
に

依
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
楊
泉
が
宣
夜
説
に
近
い
考
え
方
に
立
っ
て
い
る
こ
と
も
、
天
と
は
皓
然
た
る
元
気
の
集
積
に
過

ぎ
ぬ
と
す
る
、
「
気
」
↓
天
の
論
理
を
徹
底
せ
し
め
て
い
る
、
と
い
え
よ
う
。
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四

　

さ
て
、
自
然
的
世
界
を
前
述
の
よ
う
に
解
釈
し
た
楊
泉
は
、
人
間
の
生
命
・
生
活
に
つ
い
て
も
、
同
じ
く
「
気
」
を
中
心
と
す
る

論
理
に

も
と
つ
い
て
、
そ
の
思
想
を
展
開
し
て
い
る
。
人
間
の
精
神
と
身
体
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
彼
は
、

　
⑳
人
は
気
を
含
み
て
生
れ
、
精
尽
き
て
死
す
。
死
は
猶
漸
の
ご
と
く
な
り
、
滅
な
り
。
讐
へ
ば
火
の
如
し
。
薪
蓋
き
て
火
滅
せ
ば
、

　
　
即

ち
光
無
し
。
故
に
滅
火
の
鯨
、
遺
炎
無
し
、
人
死
す
る
の
後
、
遺
魂
無
し
。
（
初
学
記
一
四
・
御
覧
五
四
八
）

と
い
う
が
、
こ
れ
は
、
後
漢
の
桓
語
（
『
弘
明
集
』
巻
五
所
収
『
新
論
』
形
神
参
照
）
や
王
充
（
『
論
衡
』
論
死
参
照
）
の
説
ー
彼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
　

ら
も
身
体
と
精
神
と
の
関
係
を
、
燭
と
火
あ
る
い
は
光
と
の
そ
れ
に
比
喩
し
て
い
る
ー
を
継
承
し
て
、
身
体
か
ら
分
離
し
た
精
神

の

存
在
、
し
た
が
っ
て
人
の
死
後
の
霊
魂
の
存
在
を
否
定
す
る
思
想
の
系
譜
に
立
つ
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
、
魏
晋
南
北
朝

の

佛
教
批
判
者
、
何
承
天
・
萢
績
な
ど
の
神
滅
論
に
繋
が
る
も
の
で
も
あ
る
（
た
だ
し
楊
泉
が
佛
教
を
意
識
し
て
い
た
讃
跡
は
見
出

さ
れ
な
い
）
。
楊
泉
は
、
人
を
い
わ
ゆ
る
「
庶
類
」
（
⑲
）
と
等
し
く
「
気
」
の
所
産
と
し
、
そ
の
生
死
を
「
気
」
の
集
散
に
よ
る
も

　
　
　
　
あ
　

の

と
す
る
考
え
方
に
立
脚
し
つ
つ
、
人
間
の
生
命
・
生
活
を
、
「
気
」
の
表
現
形
態
の
「
つ
と
し
て
、
自
然
の
現
象
と
し
て
、
し
た
が
っ

て

火
の

燃
焼
に

も
比
喩
さ
れ
う
る
も
の
と
し
て
、
把
握
す
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
人
間
へ
の
見
方
も
、
唯
物
論
的
と
い
え
る
も
の

で

あ
る
。
か
く
て
、
彼
の
自
然
解
釈
の
体
系
は
、
人
間
を
も
自
然
の
…
環
と
し
て
、
そ
の
対
象
に
包
含
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
楊
泉
は
、
か
か
る
人
間
へ
の
把
握
に
も
と
つ
い
て
、

　
⑳
穀
気
元
気
に
勝
た
ば
、
其
の
人
肥
え
て
寿
な
ら
ず
。
元
気
穀
気
に
勝
た
ば
、
其
の
人
癖
せ
て
寿
な
り
〔
元
気
以
下
二
句
御
覧
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七
三
九
に

依
り
補
ふ
〕
。
養
性
の
術
は
、
常
に
穀
気
を
し
て
少
な
か
ら
し
む
、
則
ち
病
生
ぜ
ず
。
（
初
学
記
二
七
・
御
覧
三
七
八
・

　
　
同
七
三
九
・
同
八
三
七
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
、
養
性
術
の
な
か
に
「
気
」
を
位
置
づ
け
て
も
い
る
。
こ
れ
は
、
彼
に
、
疾
病
・
医
療
・
身
体
器
官
に
関
係
す
る
言
説
が
見
ら
れ

る
事
実
と
並
ん
で
、
彼
が
「
気
」
の
概
念
を
媒
介
と
し
つ
つ
、
自
然
存
在
と
し
て
の
人
間
の
生
理
的
な
諸
相
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た

こ
と
を
、
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
更
に

注
目
さ
れ
る
の
は
、
楊
泉
が
、

　
⑳
姦
は
天
地
と
倶
に
生
ず
、
自
然
の
気
な
り
。
人
主
政
を
以
て
人
〔
疑
ふ
ら
く
は
も
と
民
に
作
り
唐
太
宗
の
諄
を
避
け
て
人
に
改

　
　
む
〕
を
御
す
。
政
寛
な
ら
ば
則
ち
姦
禁
じ
易
く
、
政
急
な
ら
ば
則
ち
姦
絶
ち
難
し
。
（
文
苑
英
華
六
一
九
及
び
全
唐
文
三
二

　
　
九
李
彰
年
論
刑
法
不
便
表
第
二
・
書
紗
二
七
）

の

よ
う
に
、
「
姦
」
と
呼
ば
れ
る
ご
と
き
人
民
の
反
秩
序
的
行
為
を
も
、
人
を
形
成
す
る
「
自
然
の
気
」
に
も
と
つ
く
と
す
る
こ
と
か

ら
、
「
政
寛
」
を
要
請
す
る
論
法
を
引
き
出
し
て
い
る
事
実
で
あ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
「
姦
」
は
「
気
」
に
起
因
し
、
そ
の
意
味
で
は

「

天
地
」
と
発
生
を
等
し
く
し
、
人
に
と
っ
て
は
生
理
的
現
象
と
同
様
「
自
然
」
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
政
治
は
こ
れ
を
考
慮
し
て

行
わ

れ
ね
ば

な
ら
ぬ
、
と
さ
れ
る
。
彼
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
だ

　
⑳
人
主
の
民
を
養
ふ
を
し
て
、
蚕
母
の
蚕
を
養
ふ
が
如
く
な
ら
し
め
ば
、
其
の
用
宣
徒
練
繭
の
み
な
ら
ん
や
。
（
斉
民
要
術
五
種
桑

　
　
柘
四

五
・
御
覧
八
二
五
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ま

　
⑰
威

行

は
れ
法
明
ら
か
に
し
て
、
呑
舟
の
魚
を
漏
ら
す
。
法
の
明
ら
か
な
ら
ざ
る
は
、
則
ち
細
櫛
よ
り
も
数
か
し
、
細
櫛
は
〔
疑

　
　
ふ

ら
く
は
細
櫛
の
上
に
数
於
の
二
字
を
脱
す
〕
則
ち
苛
恩
生
ず
る
な
り
。
（
御
覧
七
一
四
）
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な
ど
の
よ
う
に
、
苛
政
を
批
判
す
る
愛
民
論
的
主
張
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
、
「
姦
」
に
つ
い
て
の
見
解
に
認
め
ら
れ
る
ご
と
く
、

「

気
し
の
論
理
に
よ
り
根
根
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
「
気
」
の
概
念
に
か
よ
う
な
役
割
が
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
王
充

な
ど
と
比
較
し
て
の
、
彼
の
思
想
の
特
色
の
一
つ
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

　
楊
泉
の
思
想
に
お
け
る
人
間
へ
の
見
方
の
、
重
要
な
一
面
と
し
て
、
ま
た
、
技
術
へ
の
関
心
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼
は
、

　
⑳
種
作

を
稼
と
日
ふ
、
稼
は
猶
種
の
ご
と
き
な
り
。
収
敷
を
稿
と
日
ふ
、
稿
は
猶
収
の
ご
と
き
な
り
。
古
今
の
言
な
る
の
み
。
稼

　
　
は

農
の

本
、
稿
は
農
の
末
。
本
は
軽
く
し
て
末
は
重
く
、
前
は
緩
に
し
て
後
は
急
、
稼
は
熟
な
ら
ん
こ
と
を
欲
し
、
収
は
速
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ロ

　
　
か
な
ら
ん
こ
と
を
欲
す
。
此
れ
良
農
の
務
な
り
。
（
斉
民
要
術
一
種
穀
三
・
御
覧
八
二
三
・
同
八
二
四
）

な
ど
と
い
う
農
耕
を
論
じ
た
言
葉
も
の
こ
し
て
い
る
が
、
特
に
、
手
工
業
技
術
に
着
眼
し
た
発
言
が
際
立
つ
。

　
⑳
夫
れ
蜘
蛛
の
羅
を
作
り
〔
作
字
意
林
に
依
り
補
ふ
〕
、
蜂
の
巣
を
作
る
、
其
の
巧
亦
〔
亦
字
意
林
に
依
り
補
ふ
〕
妙
な
り
。
而
る

　
　
に
況
や
人
に
於
て
を
や
。
故
に
工
匠
の
方
規
円
矩
、
心
巧
に
出
で
、
手
　
に
成
る
。
容
敏
精
密
な
る
に
非
ず
ん
ば
、
執
か
能
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

　
　
勲

を
著
は
し
形
を
成
し
、
以
て
器
用
を
周
へ
ん
や
。
（
御
覧
七
五
二
・
意
林
五
引
く
博
子
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ザ

⑳
夫
れ
工
匠
の
江
海
を
経
渉
す
る
に
、
舶
艦
を
為
り
以
て
大
淵
に
浮
か
ぶ
。
皆
巧
手
に
成
り
、
聖
意
に
出
づ
。
（
書
紗
一
三
八
・
類

　
　
聚
七
一
・
御
覧
七
七
〇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

と
い
う
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
ま
た
「
織
機
賦
」
（
類
聚
六
五
）
に
は
、
織
機
の
精
巧
さ
が
、
「
伊
れ
百
工
の
伎
為
る
、
機
巧
よ
り
之
れ

最
長
な
る
は
莫
し
。
人
君
の
列
位
に
似
、
百
官
の
設
張
に
象
る
。
匡
郭
の
制
度
を
立
て
、
城
隔
の
員
（
円
）
方
の
如
し
」
と
表
現
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

れ
、
工
匠
の
織
機
製
作
が
、
「
名
匠
工
を
膀
せ
、
利
器
を
美
く
し
、
心
暢
び
体
通
じ
、
膚
合
し
理
同
じ
く
、
規
矩
法
を
尽
し
、
事
に
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な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
み
い
た
　
　
な
ら
　
　
　
　
　
　
　
か
こ
ひ

因
り
容
を
作
す
L
と
叙
述
さ
れ
、
そ
し
て
織
女
の
労
働
過
程
が
、
「
足
は
踏
撮
に
閑
ひ
、
手
は
艦
匡
に
習
ひ
、
節
秦
相
雁
じ
、
五
聲
激

揚

す
」
「
物
の
宜
を
事
と
し
、
天
の
常
に
法
り
、
既
に
利
用
に
合
ひ
、
道
の
方
を
得
た
り
」
と
描
爲
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
「
蚕
賦
」

（類
聚
六
五
）
に
は
、
養
蚕
の
過
程
が
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
楊
泉
は
か
よ
う
に
、
農
業
や
特
に
手
工
業
の
技
術
を
『
物
理
論
』
や
賦
の
な
か
で
と
り
あ
げ
、
工
人
の
技
術
的
能
力
を
、
「
容
敏
精

密
」
等
々
の
語
を
連
ね
て
賞
賛
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
彼
が
、
「
工
匠
の
方
規
円
矩
、
心
巧
に
出
で
、
手
　
に
成
る
」
「
皆
巧
手
に
成

り
、
聖
意
に
出
づ
」
と
、
工
人
の
「
手
」
を
も
っ
て
す
る
営
為
に
、
「
心
」
「
聖
意
」
の
営
為
を
結
合
し
て
い
る
事
実
（
そ
れ
は
、
技

術
に

よ
る
生
産
実
践
の
過
程
の
な
か
に
、
人
間
の
主
体
的
意
識
の
機
能
を
見
出
す
発
想
の
萌
芽
と
い
え
る
）
は
、
彼
が
、
技
術
を
ば
、

人
間
精
神
の
活
動
の
一
面
と
し
て
、
す
な
わ
ち
独
立
せ
る
価
値
を
持
つ
も
の
と
し
て
、
捉
え
う
る
視
覚
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
、
示

唆
す

る
も
の
で
あ
る
。
儒
教
を
中
心
と
す
る
伝
統
的
価
値
体
系
の
も
と
で
は
、
技
術
は
お
お
む
ね
、
独
立
せ
る
価
値
と
し
て
は
意
識

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
へ

さ
れ
ず
、
人
間
の
精
神
的
営
為
（
倫
理
・
政
治
等
）
の
堵
外
に
、
か
つ
そ
れ
よ
り
も
低
位
に
あ
る
も
の
、
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ

と
と
対
比
す
る
と
き
、
楊
泉
の
技
術
へ
の
関
心
が
、
先
進
的
な
位
置
を
占
め
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。

　
楊
泉
に

お

い

て
、
か
か
る
技
術
へ
の
関
心
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
は
、
前
述
し
た
彼
の
自
然
観
と
密
接
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
。

線

じ
て
技
術
な
る
も
の
の
特
質
は
、
人
間
の
主
体
的
意
識
が
、
社
会
の
な
か
に
あ
っ
て
、
生
産
（
広
義
の
）
を
目
的
と
し
て
、
客
体

と
し
て
の
自
然
（
客
体
と
し
て
の
人
間
自
身
を
含
め
た
）
に
働
き
か
け
る
こ
と
、
そ
し
て
自
然
の
な
か
に
存
在
す
る
法
則
性
を
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　

生
産
実
践
に

適
用
し
て
ゆ
く
こ
と
、
に
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
技
術
へ
の
関
心
は
、
人
間
の
主
体
的
意
識
が
生
産
実
践
の
過
程
で
機

能
す

る
こ
と
へ
の
関
心
（
彼
の
「
心
巧
に
出
で
」
「
聖
意
に
出
づ
」
と
い
う
考
え
方
が
、
こ
の
機
能
を
見
出
そ
う
と
す
る
発
想
を
萌
芽

さ
せ
て
い
る
こ
と
は
前
述
し
た
）
と
、
ま
た
同
時
に
、
客
体
と
し
て
の
自
然
へ
の
関
心
、
い
い
か
え
れ
ば
自
然
の
客
観
的
把
握
の
思
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考

と
を
、
前
提
と
す
る
と
い
え
る
筈
で
あ
る
。
彼
は
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
「
気
」
の
論
理
に
貫
か
れ
た
、
自
然
的
世
界
の
解
釈
の
体

系
を
提
示
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
こ
と
は
、
彼
に
お
い
て
、
自
然
を
客
体
と
し
て
捉
え
よ
う
と
す
る
姿
勢
（
右
に
挙
げ
た
、
技

術
へ
の
関
心
の
前
提
の
後
者
）
が
存
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。
彼
に
お
け
る
技
術
へ
の
関
心
も
、
か
く
、
「
気
」
の
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　

理

と
の
深
い
繋
が
り
の
も
と
に
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ガ
　

　

な
お
、
楊
泉
は
、
技
術
に
関
心
を
寄
せ
る
反
面
、
方
士
の
錬
金
術
に
つ
い
て
そ
の
欺
購
を
指
摘
し
て
お
り
、
か
か
る
、
非
合
理
的

な
偽
技
術
と
い
う
べ
き
も
の
を
批
判
す
る
態
度
も
ま
た
、
自
然
を
客
観
的
に
把
握
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
に
根
ざ
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

五

　
以
上
に

眺
望

し
て
き
た
、
自
然
、
人
間
、
そ
れ
ら
に
関
連
し
て
技
術
、
に
つ
い
て
の
楊
泉
の
考
え
方
は
、
彼
の
思
想
の
独
創
性
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
ロ

い

し
先
進
性
を
よ
く
讃
す
る
も
の
で
あ
り
、
現
代
中
国
で
の
、
彼
を
唯
物
論
思
想
家
と
す
る
評
価
も
、
根
拠
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
こ
に
は
ま
た
、
彼
の
思
想
の
方
法
に
起
因
す
る
も
の
と
し
て
の
、
負
価
、
弱
点
、
限
界
と
い
う
べ
き
も
の
も
遺
さ
れ
て

い

る
。
以
下
、
そ
れ
ら
に
立
ち
入
っ
て
み
た
い
。
ー

　
楊
泉
は
前
述
の
よ
う
に
、
宇
宙
構
造
に
つ
い
て
は
宣
夜
説
に
近
い
見
解
に
立
ち
、
渾
天
説
を
批
判
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
の
一
つ

と
し
て
彼
が
挙
げ
る
の
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

　
⑳
斗
極
は
天
の
中
な
り
。
天
を
言
ふ
者
は
、
必
ず
之
れ
を
人
に
擬
す
。
故
に
膀
自
り
以
下
は
、
人
の
陰
な
り
。
極
自
り
以
北
は
、

　
　
天
の
陰
な
り
。
（
御
覧
二
）
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北
極
星
が
天
の
中
心
で
あ
る
の
に
（
そ
の
こ
と
自
体
は
、
渾
天
説
で
も
も
ち
ろ
ん
認
め
る
、
張
衡
「
渾
天
儀
」
参
照
）
、
「
渾
天
の
説

に

就
か

ば
、
則
ち
斗
極
正
し
か
ら
ず
」
（
⑳
）
、
極
が
天
頂
と
一
致
せ
ず
「
不
正
」
で
あ
る
こ
と
と
な
る
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
か
よ

う
な
論
法
は
、
明
ら
か
に
、
主
観
的
・
観
念
的
で
あ
る
こ
と
を
免
れ
ま
い
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
の
根
底
に
は
、
「
気
」
の
思
想
の
性
質

の
問
題
が
あ
る
。

　
楊
泉
に

お

け
る
「
気
」
は
、
万
物
を
形
成
す
る
原
質
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
い
わ
ゆ
る
「
元
気
」
と
し
て
、
本
来
的
に
は
単
一
、
一

様

な
も
の
で
あ
る
（
現
象
的
分
化
と
し
て
陰
陽
が
考
え
ら
れ
て
は
い
る
が
）
。
そ
の
働
き
方
は
、
「
気
発
し
て
升
り
、
精
華
浮
上
し
、

宛
転

と
し
て
随
流
す
し
（
⑩
）
「
陰
体
下
著
す
」
（
⑱
）
「
游
濁
土
と
為
る
」
（
⑲
）
「
周
伏
廻
転
」
（
⑱
）
「
天
気
は
左
転
し
、
星
辰
は
右

行

す
、
陰
陽
の
運
度
、
報
返
相
迎
ふ
」
（
意
林
五
引
く
太
元
経
）
の
よ
う
な
、
上
下
運
動
も
し
く
は
周
転
運
動
、
ま
た
、
「
夏
は
則
ち

陽
盛
ん

に

し
て
陰
衰
ふ
、
…
…
冬
は
則
ち
陰
盛
ん
に
し
て
陽
衰
ふ
」
（
⑦
）
の
よ
う
な
周
期
的
変
動
、
あ
る
い
は
、
「
人
は
気
を
含
み

て

生

れ
、
精
尽
き
て
死
す
」
（
⑳
）
の
よ
う
な
集
散
の
反
復
、
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
気
」
は
、
万
物
を
生
滅
せ
し

め
る
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
自
体
は
質
的
に
変
化
す
る
こ
と
な
く
、
等
質
の
、
主
と
し
て
循
環
的
な
運
動
・
変
化
（
空
間
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
周
転
や
時
間
的
な
回
帰
・
反
復
）
を
続
け
る
も
の
、
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
「
気
」
の
働
き
に
一
定
の
方
向
性
（
上
下
運
動

や
、
特
に
循
環
と
い
う
形
で
の
）
は
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
「
気
」
の
、
法
則
性
に
も
と
つ
い
た
質
的
変
化
は
発
想
さ
れ
て
い
な
い
。

　
楊
泉
に
お
け
る
「
気
」
が
、
本
来
「
元
気
」
と
し
て
単
一
、
一
様
で
あ
り
、
か
つ
質
的
に
不
変
で
、
一
定
の
方
向
性
を
持
つ
働
き

方
を
す
る
、
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
「
気
」
が
、
内
部
に
矛
盾
・
不
整
合
を
含
ま
な
い
、
調
和
・
均
整
あ
る
も
の
、
一
言
で
い
え
ば
自

己
完
結
的
な

も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。
陰
陽
の
分
化
は
、
「
気
」
の
質
的
変
化
を
も
た
ら
さ
ず
、
陰
陽
相
互
が
交

代

‖
循
環
を
続
け
る
も
の
に
す
ぎ
な
い
か
ら
、
矛
盾
に
属
さ
な
い
。
そ
し
て
、
「
気
」
が
か
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
「
気
」

一
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に

よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
自
然
の
世
界
の
万
物
も
ま
た
、
調
和
せ
る
、
不
整
合
を
含
ま
ぬ
も
の
、
と
し
て
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
「
蚕

賦
」
に
、
「
気
は
陶
化
し
て
播
流
し
、
物
は
気
を
受
け
て
生
を
含
む
。
皆
纏
綿
し
て
自
つ
か
ら
周
し
」
（
③
）
と
い
う
の
は
、
こ
の
考

え
方
を
暗
示
す
る
。
か
か
る
、
「
気
」
の
調
和
ー
自
己
完
結
性
が
、
た
と
え
ば
宇
宙
構
造
論
に
振
り
向
け
ら
れ
る
と
き
、
極
は
「
正
し

く
」
天
頂
に
位
置
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
と
い
っ
た
、
主
観
的
、
観
念
的
な
論
法
が
結
果
さ
れ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
楊
泉
の
「
気
」
の
思
想
に
お
け
る
、
調
和
ー
自
己
完
結
性
、
そ
こ
に
生
ず
る
観
念
的
な
思
想
傾
向
は
、
人
間
に
対
す
る
彼
の
見
方
、

特
に
道
徳
観
の
側
面
に
も
、
實
は
現
れ
て
い
る
。

　

「

賛
善
賦
」
な
る
作
品
で
楊
泉
は
、

　
　
こ

　
⑫
伊
れ
善
悪
の
施
す
所
、
乃
ち
禍
福
に
之
れ
階
を
為
す
。
徳
を
行
は
ば
安
く
し
て
身
を
保
ち
、
為
す
を
忘
れ
ば
害
あ
り
て
自
つ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
か

　
　
ら
危
し
。
…
…
夫
れ
死
生
の
命
有
る
は
、
神
明
の
規
る
所
に
非
ず
。
故
に
積
善
の
家
は
、
蕨
の
福
惟
れ
昌
ん
に
し
て
、
積
悪
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ

　
　
門
は
、
必
ず
鹸
秩
有
り
。
…
…
古
人
善
に
従
ふ
こ
と
及
ば
ざ
る
が
如
く
し
、
悪
を
去
る
こ
と
湯
を
探
る
が
如
く
す
。
福
徳
の
値

　
　
ひ

難
く
し
て
、
禍
悪
の
当
り
易
き
を
恐
る
。
（
類
聚
二
三
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

と
い
い
、
「
顔
（
回
）
再
（
耕
）
の
遭
命
し
に
つ
い
て
は
、
こ
の
「
二
賢
」
の
生
前
の
不
遇
は
死
後
の
名
声
に
よ
っ
て
償
わ
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

る
、
と
し
、
更
に
、
趙
武
は
善
を
好
ん
で
そ
の
子
孫
が
長
く
続
き
、
三
邸
は
勝
を
好
ん
で
そ
の
身
が
亡
ん
だ
、
と
い
う
例
を
も
挙
げ

る
。　

こ
こ
で
、
楊
泉
が
説
い
て
い
る
の
は
、
人
の
善
悪
の
行
為
に
対
し
て
福
・
禍
が
結
果
す
る
こ
と
を
認
め
る
、
い
わ
ば
応
報
論
的
見

解
（
彼
は
応
報
の
語
を
用
い
て
い
な
い
が
）
で
あ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
人
の
「
死
生
」
に
は
「
命
が
有
り
」
（
『
論
語
』
顔
淵
）
、
人
の
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行
為
に

は
そ
れ
に
対
応
し
た
福
・
禍
が
も
た
ら
さ
れ
る
か
ら
、
人
は
「
及
ば
ざ
る
が
如
く
」
（
同
季
氏
）
に
善
を
な
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
、

と
い
う
の
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
彼
は
、
自
然
の
一
環
と
し
て
の
人
間
の
生
命
・
生
活
を
も
、
「
気
」
の
論
理
に
も
と
つ
い
て
解
釈

す

る
か
ら
、
彼
の
い
う
「
命
」
と
は
、
何
ら
か
の
超
越
的
な
い
し
神
秘
的
存
在
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
も
の
（
「
神
明
の
規
る
所
」
）

な
の
で
は
な
く
、
人
間
の
生
命
・
生
活
を
形
成
す
る
「
気
」
の
働
き
i
固
体
と
し
て
の
人
間
の
内
部
に
お
け
る
、
あ
る
い
は
人
間

社
会
の

内
部
に
お
け
る
　
　
そ
れ
自
体
で
あ
る
筈
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
右
の
応
報
論
は
、
こ
の
「
気
」
の
働
き
と
し
て
の
「
命
」

に
、
善
悪
に
対
す
る
福
・
禍
と
い
う
因
果
性
を
認
定
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
と
な
る
。

　
か
か

る
、
こ
れ
は
ま
た
主
観
的
・
観
念
的
と
い
う
べ
き
考
え
方
は
、
や
は
り
、
「
気
」
の
思
想
の
性
質
の
問
題
を
根
底
に
潜
ま
せ
て

い

る
。
「
気
」
、
ま
た
そ
れ
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
万
物
が
、
前
述
の
よ
う
に
、
調
和
せ
る
、
不
整
合
を
含
ま
ぬ
、
自
己
完
結
的
な
も

の

と
さ
れ
る
と
き
、
「
気
」
の
表
現
形
態
の
一
つ
で
あ
る
人
間
の
生
活
に
し
て
も
、
そ
こ
に
調
和
・
整
合
が
存
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
と

な
ろ
う
。
調
和
・
整
合
が
、
人
間
の
生
活
を
貫
く
「
命
」
な
る
も
の
に
即
し
て
考
え
ら
れ
た
も
の
が
、
善
悪
に
対
す
る
福
・
禍
と
い

う
因
果
性
、
そ
れ
を
通
し
て
の
、
人
間
の
行
為
に
対
す
る
正
当
な
応
報
、
と
い
う
観
念
で
あ
っ
た
ろ
う
。
こ
れ
が
、
彼
の
思
想
が
応

報
論
に

導
か
れ
て
ゆ
く
回
路
だ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
「
賛
善
賦
」
で
は
『
論
語
』
や
『
易
』
文
言
伝
を
引
き
、
顔
再
・
趙
武
・

三
郡

と
い
っ
た
事
例
を
挙
げ
る
が
、
か
よ
う
な
論
法
が
實
護
的
追
究
か
ら
遠
い
こ
と
は
言
を
ま
た
ぬ
。
　
　
応
報
論
的
思
考
は
、
漢

　
　
　
　
　
　
お
　

代
儒
教
に
も
あ
り
、
三
国
・
晋
宋
ご
ろ
か
ら
の
佛
教
に
も
あ
っ
て
、
後
者
の
そ
れ
は
い
わ
ゆ
る
神
不
滅
論
と
結
合
し
て
い
る
の
で
あ

る
が
、
楊
泉
の
場
合
、
身
体
か
ら
分
離
し
た
精
神
の
存
在
を
否
定
す
る
神
滅
論
的
見
地
に
立
ち
つ
つ
、
右
の
よ
う
な
応
報
論
の
回
路

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

に

入

り
こ
ん
で
い
る
の
で
あ
り
、
か
く
応
報
を
肯
定
す
る
点
で
は
、
彼
に
先
行
す
る
王
充
よ
り
も
、
彼
は
か
え
っ
て
後
退
し
て
し
ま
っ

た
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
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右
に

指
摘

し
た
、
楊
泉
の
思
想
の
負
価
、
弱
点
と
い
う
べ
き
二
つ
の
事
柄
は
、
と
も
に
、
彼
の
自
然
解
釈
の
基
本
を
な
す
「
気
」

の

概
念
の

性
質
、
そ
の
自
己
完
結
性
に
帰
着
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
「
気
」
の
思
想
は
、
彼
に
あ
っ
て
、
前
述
し
た
ご
と
き
唯
物
論
的

な
自
然
・
人
間
観
、
技
術
へ
の
関
心
を
成
立
せ
し
め
て
い
る
と
と
も
に
、
他
方
、
右
の
よ
う
な
主
観
的
・
観
念
的
な
思
想
傾
向
を
も

産
み

出
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
事
実
が
孕
む
問
題
性
は
、
更
に
若
干
の
検
討
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
す

で
に

も
見
た
と
お
り
、
楊
泉
に
お
い
て
は
、
人
間
は
、
「
気
」
の
所
産
、
自
然
の
一
環
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
こ
こ

で
、
人
間
と
自
然
と
の
関
係
は
、
主
体
た
る
前
者
と
客
体
た
る
後
者
と
の
間
の
、
相
互
の
作
用
と
反
作
用
、
な
い
し
相
互
媒
介
の
関

係

と
し
て
、
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
人
間
が
自
然
に
働
き
か
け
自
然
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
、
そ
の
こ
と
が
更

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
け

に

人
間
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
、
主
体
と
客
体
と
の
動
的
・
発
展
的
な
繋
が
り
が
、
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
。
人
間
を
自
然
の

一
環

と
し
て
見
る
見
地
だ
け
が
あ
っ
て
、
人
間
と
自
然
と
の
間
の
不
断
の
相
互
関
係
を
考
え
る
視
座
は
、
な
お
生
れ
て
い
な
い
。
技

術
へ
の
関
心
は
、
楊
泉
の
思
想
の
顕
著
な
特
色
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
そ
れ
は
、
技
術
と
い
う
場
で
の
人
間
の
主
体
的
意
識
の
機
能

と
客
体
と
し
て
の
自
然
と
へ
の
関
心
、
と
い
う
レ
ベ
ル
（
主
体
と
客
体
と
の
間
の
一
方
的
で
単
調
な
関
係
と
い
う
認
識
レ
ベ
ル
）
に

止

ま
り
、
人
間
と
自
然
と
の
相
互
媒
介
の
過
程
ま
で
が
彼
の
視
野
に
入
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
。

　

こ
う
し
た
、
思
想
史
の
発
達
段
階
か
ら
い
え
ば
む
し
ろ
自
明
な
こ
と
を
、
こ
こ
で
敢
え
て
説
く
の
は
、
私
と
し
て
は
次
の
よ
う
に

お

も
う
か
ら
で
あ
る
。
　
　
思
想
家
に
お
い
て
、
自
然
と
人
間
と
が
、
相
互
媒
介
の
関
係
か
ら
切
り
離
さ
れ
、
そ
の
意
味
で
孤
立
的

に

捉

え
ら
れ
て
い
る
限
り
、
こ
の
関
係
か
ら
生
ず
る
両
者
の
質
的
変
化
が
認
識
さ
れ
な
い
か
ら
、
両
者
は
と
も
に
、
思
想
家
の
目
に

は
、
静
的
・
自
己
完
結
的
な
も
の
と
し
て
の
み
現
れ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
楊
泉
の
思
想
に
お
け
る
、
「
気
」
の
、
ま
た
自
然
の
世
界
や
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人
間
の
生
活
の
自
己
完
結
性
は
、
こ
の
あ
た
り
の
問
題
と
の
脈
絡
に
お
い
て
、
理
解
す
べ
き
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
自
然
や
人
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
自
己
完
結
的
に
捉
え
る
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
楊
泉
の
み
で
な
く
、
中
国
の
多
く
の
思
想
家
に
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
故
に
、
こ

の

問
題
は
重
視
し
、
執
着
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
自
然
と
人
間
と
を
相
互
媒
介
の

関
係
の
も
と
に
認
識
す
る
こ
と
の
重
要
な
前
提
は
、
両
者
を
社
会
的
に
考
察
す
る
観
点
な
の
で
あ
る
。

　ー
自
然
や
人
間
が
、
自
己
完
結
的
な
、
調
和
・
整
合
せ
る
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
と
き
、
こ
の
捉
え
方
は
、
自
然
の
世
界
や

人
間
の
社
会
に
存
在
す
る
客
観
的
な
法
則
性
を
把
握
し
う
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
調
和
・
整
合
は
、
主
観
的
・
観
念
的
に
発
想
さ

れ

た
、
外
面
的
・
形
式
的
な
そ
れ
で
あ
る
に
止
ま
る
。
外
面
的
・
形
式
的
な
調
和
・
整
合
が
、
自
然
や
人
間
に
適
用
さ
れ
る
と
き
に

生
ず

る
の
が
、
極
は
天
頂
に
位
置
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
い
、
善
悪
の
行
為
に
福
・
禍
が
結
果
す
る
と
い
う
ご
と
き
、
外
面
的
・
形
式

的
な
「
正
」
し
さ
を
説
く
論
法
な
の
で
あ
る
。
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占ノ、

　
楊
泉
の
思
想
に

見
出
さ
れ
る
、
負
価
・
弱
点
と
い
う
べ
き
側
面
に
つ
い
て
、
や
や
立
ち
入
っ
て
考
え
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
、

す

で
に

論

じ
た
所
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
彼
の
思
想
の
独
創
的
・
先
進
的
な
諸
側
面
と
別
個
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
彼
の
思

想
の

全
容
を
な
す
す
べ
て
の
面
は
、
「
気
」
の
論
理
を
基
本
と
す
る
、
彼
の
思
想
の
方
法
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
楊
泉
の
思
想
を
唯
物
論
的
と
規
定
し
、
彼
以
前
の
筍
子
や
桓
語
・
王
充
・
仲
長
統
、
彼
以
後
の
萢
績
・
柳
宗
元
・
劉
萬
錫
、
等
々

の

人
び

と
と
も
に
、
中
国
の
唯
物
論
思
想
の
系
譜
の
な
か
に
位
置
づ
け
る
こ
と
は
、
正
当
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
思
想
史
の
考
察
に



当
っ
て
、
特
定
の
思
想
家
を
唯
物
論
的
と
「
診
断
」
し
て
こ
と
が
片
づ
く
の
で
は
も
ち
ろ
ん
な
い
し
、
ま
た
、
こ
れ
こ
れ
の
唯
物
論

的

な
要
素
と
観
念
論
的
な
要
素
と
が
混
在
し
て
い
る
と
「
分
析
」
し
て
こ
と
が
済
む
の
で
も
な
い
。
唯
物
論
的
思
想
の
質
と
、
そ
れ

が
孕
ん

で
い

る
問
題
性
が
、
個
々
の
思
想
家
に
即
し
て
深
く
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
、
中

国
の
唯
物
論
思
想
の
歴
史
的
な
特
質
が
解
明
さ
れ
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
。
楊
泉
の
思
想

は
、
「
水
」
↓
「
気
」
↓
天
地
万
物
と
い
う
枠
組
、
自
然
・
人
間
の
解
釈
に
お
け
る
「
気
」
の
論
理
の
貫
徹
、
技
術
へ
の
注
目
、
そ
し

て

ま
た
、
「
気
」
の
思
想
の
性
質
に
由
来
す
る
、
自
己
完
結
的
・
調
和
的
な
自
然
・
人
間
へ
の
捉
え
方
、
更
に
、
多
種
の
先
行
思
想
と

の

共
通
性
と
そ
れ
ら
に
対
す
る
独
自
性
、
と
い
っ
た
様
ざ
ま
な
面
に
お
い
て
、
右
の
ご
と
き
検
討
の
対
象
た
る
べ
き
重
要
性
を
十
分

に

持
つ
こ
と
、
本
稿
で
す
で
に
論
述
し
た
所
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
中
国
唯
物
論
思
想
の
歴
史
に
お
け
る
彼

の

存
在
意
義
を
、
保
諸
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
始

め
に
見
た
よ
う
に
、
楊
泉
は
呉
人
で
あ
り
、
晋
に
徴
さ
れ
た
が
就
か
ず
、
処
士
と
し
て
終
っ
た
人
で
あ
り
、
か
つ
、
豪
族
・
高

官
と
い
っ
た
特
権
層
に
属
さ
ず
、
華
北
の
貴
族
社
会
の
風
尚
と
無
縁
で
あ
っ
た
。
彼
自
身
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ま
び
す

　
⑬
夫
れ
虚
元
の
談
は
、
其
の
華
藻
を
尚
ぶ
も
、
此
れ
春
蛙
秋
蝉
に
異
な
る
無
し
。
耳
に
酷
し
き
の
み
。
（
御
覧
九
四
九
・
同
六
一
七
・

　
　
海
録
砕
事
九
上
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
　

と
、
老
荘
的
な
「
虚
無
」
の
談
論
に
批
判
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
何
曇
・
王
弼
ら
に
代
表
さ
れ
る
ご
と
き
、
貴
族
的
・
観
念
的
な

玄
学
思
想

と
は
、
彼
の
思
想
は
鋭
く
対
立
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
文
化
上
で
は
後
進
的
な
地
域
に
あ
り
、
し
か
も
特
権
層
に
属
さ
ず
、

し
た
が
っ
て
皇
帝
・
上
層
貴
族
か
ら
成
る
統
治
者
集
団
の
外
側
に
い
た
彼
の
社
会
的
位
置
こ
そ
は
、
彼
を
し
て
、
貴
族
的
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
か
ら
自
由
に
、
時
俗
に
囚
わ
れ
ぬ
思
想
を
構
築
せ
し
め
た
力
源
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
う
し
た
事
柄
も
、
彼
の
思
想
を
理
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解
す

る
上
の
み
で
な
く
、
中
国
の
唯
物
論
思
想
を
歴
史
的
に
考
察
し
て
ゆ
く
上
で
、
重
視
さ
れ
ね
ば
な
る
ま
い
。

注（
1
）
楊
泉
に
関
す
る
研
究
文
献
と
し
て
、
中
国
で
は
、
容
肇
祖
『
魏
晋
的
自
然
主
義
』
（
国
学
小
叢
書
、
商
務
印
書
館
、
第
六
章
）
・
劉
大
木
…

　
　
『

魏
晋
思
想
論
』
（
台
湾
中
華
書
局
重
印
、
第
三
章
）
の
ほ
か
、
近
く
は
、
杜
国
痒
「
楊
泉
的
水
一
元
論
」
（
『
杜
国
摩
文
集
』
、
人
民
出
版

　
　
社
、
一
九
六
二
）
・
張
岱
年
「
《
物
理
論
》
和
《
傅
子
》
是
否
“
一
家
之
学
”
？
」
（
「
文
史
」
三
、
中
華
書
局
、
一
九
六
三
）
・
鄭
文
光
、
席

　
　
沢
宗

『

中
国
歴
史
上
的
宇
宙
理
論
』
（
人
民
出
版
社
、
一
九
七
五
、
第
三
章
）
・
屈
志
清
「
楊
泉
思
想
浅
談
」
（
「
中
国
哲
学
」
三
、
三
聯
書

　
　
店
、
一
九
八
〇
）
・
夏
甑
陶
「
楊
泉
」
（
『
中
国
古
代
著
名
哲
学
家
評
伝
』
続
編
二
、
斉
魯
書
社
、
一
九
八
二
）
・
程
宜
山
『
中
国
古
代
元
気

　
　
学
説
』
（
湖
北
人
民
出
版
社
、
．
「
九
八
六
）
、
日
本
で
は
、
蜂
屋
邦
夫
「
儒
家
思
想
に
お
け
る
気
と
佛
教
」
（
小
野
沢
精
二
福
永
光
司
・
山

　
　
井
湧
編
『
気
の
思
想
』
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
八
）
・
同
「
水
の
思
想
」
（
『
中
国
の
思
惟
』
、
法
蔵
館
、
一
九
八
五
）
・
橋
本
敬
造
「
ひ

　
　
ら
か
れ
た
宇
宙
論
」
（
「
科
学
の
名
著
」
二
『
中
国
天
文
学
・
数
学
集
』
、
朝
日
出
版
社
、
一
九
八
〇
）
・
東
條
榮
喜
『
中
国
物
理
論
史
の
伝

　
　
統
』
（
モ
ナ
ド
・
ブ
ッ
ク
ス
、
海
鳴
社
、
一
九
八
三
）
、
な
ど
が
あ
り
、
ジ
ョ
セ
ブ
・
ニ
ー
ダ
ム
、
東
畑
精
一
・
藪
内
清
監
修
邦
訳
『
中
国

　
　
の
科
学
と
文
明
』
第
五
巻
（
思
索
社
、
一
九
七
六
）
に
も
言
及
が
あ
る
。

（
2
）
　
黄
爽
『
黄
氏
逸
書
考
』
（
子
史
鈎
沈
、
衆
家
晋
史
）
に
、
こ
の
書
を
郭
季
産
の
著
で
は
な
い
か
と
す
る
。
『
惰
書
』
経
籍
志
（
史
部
古
史
）

　
　
に
「
続
晋
紀
五
巻
　
宋
新
興
太
守
郭
季
産
撰
」
を
著
録
、
郭
季
産
の
名
は
『
宋
書
』
察
興
宗
伝
に
見
え
る
。
た
だ
し
、
虞
預
や
何
法
盛
に

　
　
も
『
晋
録
』
な
る
書
が
あ
っ
た
こ
と
、
黄
爽
自
身
も
い
う
ご
と
く
な
の
で
、
断
定
は
し
が
た
い
。

（
3
）
　
『
通
典
』
巻
一
八
二
（
州
郡
一
二
）
に
、
晋
が
会
稽
郡
を
会
稽
国
に
改
め
た
と
す
る
。
な
お
、
厳
耕
望
『
中
国
地
方
行
政
制
度
史
』
上

　
　
編
三

（中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
云
刊
四
五
）
に
、
魏
晋
の
地
方
制
度
が
概
述
さ
れ
て
い
る
。
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（
4
）
　
趙
翼
『
咳
鹸
叢
考
』
巻
三
六
「
徴
君
徴
士
」
に
、
「
学
行
有
る
の
士
、
詔
書
も
て
徴
召
す
る
を
経
て
仕
へ
ざ
る
者
、
徴
士
と
日
ひ
、
之
れ

　
　
を
尊
称
し
て
則
ち
徴
君
と
日
ふ
」
と
し
て
、
数
例
を
挙
げ
る
。
趙
翼
の
挙
げ
る
例
の
他
に
も
、
た
と
え
ば
鄭
玄
は
「
故
徴
士
北
海
鄭
玄
」

　
　
（
『
一
二
国
志
』
虞
翻
伝
注
引
く
「
虞
翻
別
伝
」
）
と
呼
ば
れ
、
陶
潜
も
「
有
晋
徴
士
尋
陽
陶
淵
明
」
（
『
文
選
』
巻
五
七
顔
延
之
「
陶
徴
士
諌
」
）

　
　
「
宋
徴
士
陶
潜
」
（
『
詩
品
』
巻
中
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

（
5
）
　
惰
志
集
部
に
『
楊
泉
集
』
を
、
羊
砧
（
二
二
一
～
二
七
八
）
・
杜
預
（
二
二
二
～
二
八
四
）
・
皇
甫
謡
（
二
一
五
～
二
八
二
）
・
蒔
螢
（
二

　
　
二
〇
？
～
二
八
二
）
ら
の
集
の
後
、
張
華
（
二
三
二
～
三
〇
〇
）
・
斐
願
（
二
六
七
～
三
〇
〇
）
・
華
矯
（
二
三
〇
？
～
二
九
三
）
・
司
馬
彪

　
　
（
二
四
〇
？
～
三
〇
六
）
ら
の
集
の
前
に
置
い
て
い
る
こ
と
も
、
一
つ
の
目
安
と
な
る
。
（
　
）
内
の
年
代
は
陸
侃
如
『
中
古
文
学
繋
年
』

　
　
（
人
民
文
学
出
版
社
）
に
よ
る
。

（
6
）
　
川
勝
義
雄
『
六
朝
貴
族
制
社
会
の
研
究
』
（
岩
波
書
店
）
第
H
部
第
2
章
・
第
3
章
。

（
7
）
　
楊
泉
が
拝
せ
ら
れ
た
官
で
あ
る
郎
中
は
第
八
品
（
『
通
典
』
巻
三
七
職
官
一
九
）
、
宮
崎
市
定
『
九
品
官
人
法
の
研
究
』
（
同
朋
舎
、
第
二

　
　
編
第
二
章
）
に
よ
れ
ば
、
郷
品
四
品
、
秀
才
・
孝
廉
・
賢
良
の
い
ず
れ
も
丙
下
に
相
当
す
る
、
と
さ
れ
る
。

（
8
）
　
『
金
楼
子
』
雑
記
下
に
も
「
揚
雄
に
太
元
経
有
り
、
楊
泉
に
も
又
太
元
経
有
り
」
（
『
御
覧
』
巻
六
〇
二
に
も
引
く
）
と
。
正
史
の
著
録

　
　
と
し
て
は
前
引
の
階
志
の
ほ
か
、
『
奮
唐
書
』
経
籍
志
子
部
儒
家
「
物
理
論
十
六
巻
　
楊
泉
撰
」
「
太
元
経
十
四
巻
　
楊
泉
撰
劉
絹
注
」
、
集

　
　
部
別
集
「
楊
泉
集
二
巻
」
、
『
新
唐
書
』
芸
文
志
子
部
儒
家
「
楊
泉
物
理
論
十
六
巻
　
又
太
元
経
十
四
巻
　
劉
絹
注
」
、
集
部
別
集
「
楊
泉
集

　
　
二
巻
」
。
正
史
に
つ
い
て
は
百
柄
本
に
従
っ
た
が
、
大
と
太
、
元
と
玄
は
テ
キ
ス
ト
に
よ
り
一
定
せ
ず
。
な
お
『
太
元
経
』
劉
絹
注
に
つ
い

　
　
て
は
未
詳
で
あ
る
が
、
『
御
覧
』
巻
三
六
・
巻
九
六
二
に
引
く
『
物
理
論
』
の
文
に
は
、
何
び
と
か
の
注
が
付
さ
れ
て
い
る
。

（
9
）
　
惰
志
子
部
雑
家
に
百
二
十
巻
を
著
録
、
奮
・
新
唐
志
も
同
じ
。

（
1
0
）
　
依
田
利
用
の
伝
記
に
つ
い
て
は
、
福
井
保
「
依
田
利
用
の
履
歴
」
（
「
汲
古
」
一
四
）
に
詳
し
い
。

（
1
1
）
　
な
お
、
『
物
理
論
』
侠
文
を
抜
粋
し
た
も
の
に
『
中
国
歴
代
哲
学
文
選
』
両
漢
ー
惰
唐
編
下
（
中
華
書
局
）
が
あ
り
、
こ
れ
は
厳
可
均
・

　
　
葉
徳
輝
の
見
解
に
従
っ
て
い
る
。
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（
1
2
）
　
以
下
、
引
用
文
に
は
便
宜
上
番
号
を
付
す
る
。
出
典
を
（
）
内
に
記
す
場
合
、
主
と
し
て
拠
っ
た
も
の
を
最
初
に
記
し
、
出
典
（
類

　
　
書
そ
の
他
）
自
体
の
成
立
の
前
後
に
は
必
ず
し
も
従
わ
な
い
。
な
お
、
北
堂
書
紗
↓
書
紗
、
芸
文
類
聚
↓
類
聚
、
太
平
御
覧
↓
御
覧
、
の

　
　
よ
う
に
略
記
す
る
。
重
要
な
異
同
等
は
〔
〕
内
に
記
す
。

（
1
3
）
　
「
元
気
」
の
概
念
に
つ
い
て
は
、
原
田
正
己
「
元
気
考
」
（
「
漢
魏
文
化
」
三
）
・
小
野
澤
ほ
か
編
前
掲
書
（
特
に
一
九
一
～
二
〇
五
頁
）
・

　
　
程
宜
山
前
掲
書
が
あ
る
。

（
1
4
）
　
九
州
の
外
が
水
だ
と
す
る
こ
と
、
『
史
記
』
孟
子
筍
卿
列
伝
に
見
え
る
鄭
術
の
九
州
説
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
ほ
か
、
『
毛
詩
』
小
雅
北

　
　
山
の
「
率
土
之
浜
」
疏
に
、
「
古
先
聖
人
中
国
を
謂
ひ
て
九
州
と
為
す
は
、
以
へ
ら
く
水
中
の
居
る
可
き
を
洲
と
日
ふ
、
言
ふ
こ
こ
ろ
は
民

　
　
居
の
外
皆
水
有
る
な
り
」
と
い
う
の
が
参
照
さ
れ
る
。
原
文
に
「
余
在
昔
会
稽
」
と
あ
る
の
は
恐
ら
く
「
昔
在
」
（
あ
る
い
は
「
在
昔
在
」
）

　
　
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。
「
漂
練
」
は
「
漂
布
」
と
同
じ
。

（
1
5
）
　
「
五
湖
」
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
こ
の
賦
の
序
（
初
学
記
引
く
）
に
い
う
「
具
区
」
と
と
も
に
、
太
湖
を
い
う
と

　
　
見
る
べ
き
で
あ
る
。
『
太
平
簑
宇
記
』
巻
九
四
（
江
南
東
道
六
湖
州
）
引
く
虞
翻
『
川
濱
記
』
に
「
太
湖
…
…
凡
五
道
、
謂
之
五
湖
」
と
、

　

他
に
『
国
語
』
越
語
下
章
昭
注
、
『
文
選
』
巻
一
二
郭
撲
「
江
賦
」
注
及
び
『
事
類
賦
』
巻
六
引
く
張
勃
『
呉
録
』
等
。
ま
た
『
山
海
経
』

　

南
山
経
郭
注
に
「
具
区
、
今
呉
県
西
南
太
湖
也
、
尚
書
謂
之
震
沢
」
と
。

（
1
6
）
　
「
精
」
は
精
気
（
純
粋
な
気
）
、
気
の
エ
ッ
セ
ン
ス
の
意
で
あ
ろ
う
。

（
1
7
）
　
以
下
、
春
夏
秋
冬
の
「
四
正
の
風
」
、
東
北
・
東
南
・
西
南
・
西
北
の
「
四
維
の
風
」
に
つ
い
て
述
べ
る
。
こ
れ
ら
が
い
わ
ゆ
る
「
八

　

風
」
。

（
1
8
）
　
地
が
東
西
に
長
く
南
北
に
短
い
と
い
う
考
え
方
は
、
『
山
海
経
』
中
山
経
・
『
管
子
』
地
数
・
同
軽
重
乙
・
『
呂
氏
春
秋
』
有
始
覧
・
『
准

　

南
子
』
墜
形
・
『
　
子
』
（
御
覧
三
七
）
・
『
春
秋
命
歴
序
』
（
御
覧
七
八
）
・
『
河
図
括
地
象
』
（
類
聚
六
・
御
覧
三
六
・
唐
開
元
占
経
四
）
・
『
洛

　

書
甑
曜
度
』
（
唐
開
元
占
経
四
）
・
『
広
雅
』
釈
地
に
あ
る
。
な
お
海
野
一
隆
「
中
国
古
代
地
理
思
想
考
」
（
「
大
阪
学
芸
大
学
紀
要
」
A
2
）

　
　
を
参
照
。
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（
1
9
）
た
と
え
ば
、
引
用
文
⑦
で
昼
夜
の
長
短
の
説
明
の
た
め
に
い
わ
れ
て
い
る
、
季
節
に
よ
る
、
す
な
わ
ち
時
間
的
な
陰
陽
の
盛
衰
と
、
⑬

　
　
で
日
月
五
星
の
光
の
有
無
の
説
明
の
た
め
に
い
わ
れ
て
い
る
、
南
北
に
お
け
る
、
す
な
わ
ち
空
間
的
な
陰
陽
の
分
布
と
が
、
い
か
に
関
係

　
　
し
て
い
る
か
、
明
確
で
な
い
。
ま
た
た
と
え
ば
、
⑧
で
は
、
月
は
日
の
光
を
受
け
て
照
る
と
し
、
⑬
で
は
、
日
月
五
星
は
太
陰
・
太
陽
の

　
　
気
中
を
行
く
と
き
に
光
を
失
い
あ
る
い
は
照
る
と
す
る
こ
と
、
ま
た
⑩
で
は
、
漢
水
の
精
（
精
気
）
が
上
昇
し
て
天
河
と
な
り
、
そ
こ
か

　
　
ら
衆
星
が
出
た
と
す
る
が
、
⑪
⑫
で
は
、
日
や
月
の
精
が
星
辰
と
な
っ
た
と
す
る
こ
と
に
、
矛
盾
が
見
ら
れ
る
。

（
2
0
）
　
「
水
と
は
何
ぞ
や
、
万
物
の
本
原
な
り
、
諸
生
の
宗
室
な
り
」
。
な
お
水
地
篇
に
つ
い
て
は
、
羅
根
沢
『
管
子
探
源
』
（
九
｝
～
九
三
ペ
ー

　
　
ジ
）
・
二
ー
ダ
ム
前
掲
書
第
二
巻
（
四
九
～
五
四
ペ
ー
ジ
）
・
町
田
三
郎
「
管
子
水
地
篇
に
つ
い
て
」
（
「
集
刊
東
洋
学
」
三
五
）
・
金
谷
治
『
管

　
　
子
の
研
究
』
（
岩
波
書
店
、
二
八
五
～
二
九
一
ペ
ー
ジ
）
・
黄
釧
「
浅
論
《
管
子
・
水
地
》
篇
成
文
的
時
限
」
（
『
管
子
研
究
』
一
、
山
東
人

　
　
民
出
版
社
）
、
等
が
あ
る
。

（
2
1
）
　
「
水
は
、
五
行
焉
に
始
ま
る
、
万
物
の
由
っ
て
生
ず
る
所
、
元
気
の
湊
液
な
り
」
（
水
経
河
水
注
・
文
選
一
二
江
賦
注
・
五
行
大
義
｝
、

　
　
な
お
初
学
記
六
に
は
引
い
て
「
水
は
、
天
地
の
包
幕
、
…
…
」
に
作
る
）
。

（
2
2
）
　
津
田
左
右
吉
『
日
本
の
神
道
』
（
「
津
田
左
右
吉
全
集
」
九
、
岩
波
書
店
、
七
六
～
七
七
頁
）
・
蜂
屋
前
掲
論
文
（
一
九
八
五
）
、
医
学
の

　
　
場
合
に
つ
い
て
は
加
納
喜
光
『
中
国
医
学
の
誕
生
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
一
四
～
一
二
七
頁
）
を
参
照
。

（
2
3
）
　
「
淫
気
」
は
も
と
「
淫
為
」
に
作
る
。
王
引
之
（
『
読
書
雑
志
』
巻
九
之
三
に
引
く
）
が
『
廣
韻
』
星
字
注
に
依
り
改
め
る
の
に
従
う
。

　
　
な
お
王
引
之
は
、
『
初
学
記
』
巻
一
・
『
御
覧
』
巻
四
等
に
よ
り
、
「
熱
気
」
「
寒
気
」
の
下
に
「
久
者
」
の
二
字
を
補
う
。

（
2
4
）
　
王
念
孫
（
『
読
書
雑
志
』
巻
九
之
三
）
は
、
上
句
の
「
天
」
の
下
に
「
地
」
字
、
下
句
の
「
地
」
の
上
に
「
天
」
字
を
補
ひ
、
「
含
気
」

　
　
を
「
合
気
」
に
改
め
る
。

（
2
5
）
　
安
居
香
山
・
中
村
璋
八
編
『
重
修
緯
書
集
成
』
春
秋
上
（
明
徳
出
版
社
）
四
三
～
四
五
頁
参
照
。

（
2
6
）
　
唐
長
揺
「
読
抱
朴
子
推
論
南
北
学
風
的
異
同
」
（
『
魏
晋
南
北
朝
史
論
叢
』
、
三
聯
書
店
）
は
、
孫
呉
時
代
の
江
南
の
学
術
に
お
い
て
天
体

　
　
論
が
流
行
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
の
こ
と
と
、
陸
績
・
虞
翻
・
挑
信
の
易
学
が
孟
喜
・
京
房
系
の
も
の
で
あ
る
こ
と
と
に
よ
り
、
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江
南
の

学
風

は
漢
代
の
学
術
を
継
承
し
た
「
保
守
」
的
な
も
の
で
あ
っ
た
、
と
論
ず
る
。
し
か
し
、
江
南
に
お
い
て
天
文
・
宇
宙
構
造
論

　
　
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
に
は
、
他
に
も
理
由
が
存
す
る
で
あ
ろ
う
。
科
学
史
の
専
家
の
示
教
を
請
い
た
い
。

（
2
7
）
　
『
晋
書
』
天
文
志
上
に
も
周
脾
家
の
蓋
天
説
を
紹
介
し
て
、
「
天
の
労
転
す
る
こ
と
、
磨
を
推
す
が
如
く
に
し
て
左
行
す
」
と
い
う
。

（
2
8
）
郡
（
或
い
は
郡
に
作
る
）
萌
の
名
は
、
本
文
に
引
い
た
『
晋
書
』
天
文
志
等
の
ほ
か
、
班
固
の
「
典
引
」
の
序
に
見
え
、
同
一
人
と
す

　
　
れ
ば
後
漢
初
め
の
人
で
あ
る
が
、
確
か
で
は
な
い
。
こ
の
人
物
に
つ
い
て
、
『
惰
書
』
経
籍
志
経
部
異
説
に
、
そ
の
撰
に
か
か
る
『
春
秋
災

　
　
異
』
十
五
巻
が
著
録
さ
れ
、
か
つ
、
「
図
緯
識
雑
占
を
集
め
て
五
十
篇
と
為
し
、
之
れ
を
春
秋
災
異
と
謂
ふ
」
と
記
さ
れ
、
同
子
部
五
行
家

　
　
引
く
『
七
録
』
に
も
、
そ
の
撰
と
し
て
『
秦
災
異
』
一
巻
を
録
し
て
い
る
。
ま
た
『
唐
開
元
占
経
』
に
は
、
こ
の
人
物
の
説
な
る
も
の
が

　
　
数
多
く
引
か
れ
て
い
る
。
緯
書
の
思
想
が
宇
宙
構
造
論
と
関
係
深
い
こ
と
は
『
易
乾
整
度
』
『
書
考
霊
曜
』
『
春
秋
元
命
包
』
『
河
図
括
地
象
』

　
　
等
々
に
明
ら
か
で
、
楊
泉
の
宇
宙
論
に
も
緯
書
の
説
と
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
こ
と
、
本
稿
で
触
れ
る
ご
と
く
で
あ
る
が
、
都
萌
を
め
ぐ

　
　
る
右
の
所
伝
と
、
彼
が
宣
夜
説
を
説
い
た
と
さ
れ
る
こ
と
と
も
、
あ
い
関
連
し
よ
う
。
な
お
安
居
香
山
『
緯
書
の
成
立
と
そ
の
展
開
』
（
国

　
　
書
刊
行
会
、
前
篇
第
三
章
）
に
都
萌
に
つ
い
て
論
ぜ
ら
れ
て
お
り
、
安
居
氏
は
、
惰
志
の
記
事
に
よ
り
後
漢
末
の
人
と
す
る
。

（
2
9
）
他
に
、
『
惰
書
』
天
文
志
上
・
『
抱
朴
子
』
侠
文
（
御
覧
二
・
事
類
賦
一
・
書
紗
一
四
九
引
く
）
に
も
見
え
る
。

（
3
0
）
　
蓋
天
・
渾
天
・
宣
夜
の
各
説
に
つ
い
て
は
、
能
田
忠
亮
「
漢
代
論
天
孜
」
（
『
東
洋
天
文
学
史
論
叢
』
、
恒
星
社
）
・
藪
内
清
『
支
那
の
天

　
　
文
学
』
（
恒
星
社
）
・
ニ
ー
ダ
ム
前
掲
書
第
五
巻
・
鄭
文
光
、
席
沢
宗
前
掲
書
、
等
を
参
照
。
ち
な
み
に
「
宣
夜
」
の
語
義
に
つ
い
て
、
『
尚

　
　
書
』
舜
典
疏
に
引
く
虞
喜
の
説
に
は
、
「
宣
は
明
な
り
、
夜
は
幽
な
り
。
幽
明
の
数
、
其
の
術
之
れ
を
兼
ぬ
、
故
に
宣
夜
と
日
ふ
」
と
（
御

　
　
覧
二
に
も
引
く
が
脱
字
有
り
）
。
虞
喜
は
、
宣
夜
説
に
も
と
つ
い
て
「
安
天
論
」
を
作
っ
て
お
り
（
『
晋
書
』
天
文
志
上
・
『
宋
書
』
天
文
志

　
　
一
・
『
惰
書
』
天
文
志
上
）
、
右
の
文
も
「
安
天
論
」
に
あ
る
も
の
で
あ
る
（
御
覧
二
）
。

（
3
1
）
　
『
大
戴
礼
記
』
少
聞
・
『
黄
帝
内
経
素
問
』
陰
陽
応
象
大
論
・
『
論
衡
』
談
天
に
引
く
儒
書
の
言
・
班
固
「
典
引
」
・
『
説
文
』
地
字
・
張

　
　
衡
「
霊
憲
」
（
続
漢
書
天
文
志
上
注
・
唐
開
元
占
経
一
引
く
）
・
『
易
乾
整
度
』
・
『
詩
推
度
災
』
（
御
覧
三
六
引
く
）
・
『
河
図
括
地
象
』
（
初
学

　
　
記
一
・
爾
雅
釈
天
疏
等
引
く
）
、
等
々
。
な
お
緯
書
の
場
合
に
つ
い
て
、
安
居
香
山
・
中
村
璋
八
『
緯
書
の
基
礎
的
研
究
』
（
国
書
刊
行
会
、
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第
一
篇
第
五
章
）
を
参
照
。

（
3
2
）
　
『
論
衡
』
に
、
「
天
地
気
を
合
し
、
物
偶
た
ま
自
つ
か
ら
生
ず
」
（
物
勢
）
「
天
地
は
気
を
含
む
の
自
然
な
り
」
（
談
天
）
「
天
の
行
く
や
、

　
　
気
を
施
き
て
自
つ
か
ら
然
る
な
り
、
気
を
施
か
ば
則
ち
物
自
つ
か
ら
生
ず
」
（
説
日
）
「
天
動
く
も
以
て
物
を
生
ず
る
を
欲
せ
ず
、
而
う
し

　
　
て
物
自
つ
か
ら
生
ず
、
此
れ
則
ち
自
然
な
り
」
（
自
然
）
「
夫
れ
天
上
に
覆
ひ
、
地
下
に
堰
す
、
下
気
蒸
上
し
、
上
気
降
下
し
、
万
物
自

　
　
つ
か
ら
其
の
中
間
に
生
ず
」
（
同
）
等
々
と
い
う
。

（
3
3
）
　
王
充
は
、
「
夫
れ
天
は
体
な
り
、
地
と
異
な
る
無
し
」
（
『
論
衡
』
変
虚
）
「
天
と
地
と
皆
体
な
り
」
（
道
虚
）
の
よ
う
に
、
天
地
は
と
も
に

　
　
体
（
固
体
）
を
な
し
て
い
る
と
し
、
そ
し
て
前
注
に
引
い
た
よ
う
に
、
こ
の
天
地
は
「
気
」
を
含
み
、
天
地
よ
り
生
ず
る
「
気
」
に
よ
っ

　
　
て
万
物
が
形
成
さ
れ
る
、
と
考
え
た
。

（
3
4
）
　
『
論
衡
』
訂
鬼
で
、
「
鬼
」
と
い
わ
れ
る
現
象
に
つ
い
て
論
ず
る
な
か
に
、
「
凡
そ
天
地
の
間
、
気
皆
天
に
統
べ
ら
る
（
統
、
も
と
純
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
と

　
　
作
る
、
黄
暉
校
釈
・
劉
紛
遂
集
解
に
従
っ
て
改
む
）
。
天
文
象
を
上
に
垂
れ
、
其
の
気
降
っ
て
物
を
生
ず
、
…
…
本
象
を
天
に
有
す
、
則

　
　
ち
其
の
降
下
す
る
や
、
形
を
地
に
有
す
。
…
…
」
と
、
地
上
の
「
気
」
か
ら
成
る
物
の
形
状
を
天
文
に
結
合
し
て
説
明
す
る
考
え
方
が
見

　
　
ら
れ
る
。

（
3
5
）
　
王
充
は
人
の
運
命
を
「
死
生
壽
夫
の
命
」
と
「
貴
賎
貧
富
の
命
」
と
に
分
け
る
が
（
『
論
衡
』
命
禄
）
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
「
富
貴
に
至
っ

　
　
て
は
、
稟
く
る
所
猶
性
の
ご
と
し
、
稟
く
る
所
の
気
、
衆
星
の
精
を
得
」
「
天
に
百
官
有
り
衆
星
有
り
、
天
気
を
施
き
て
衆
星
精
を
布

　
　
く
、
天
施
く
所
の
気
、
衆
星
の
気
其
の
中
に
在
り
。
人
気
を
稟
け
て
生
れ
、
気
を
含
ん
で
長
ず
、
貴
を
得
ば
則
ち
貴
く
、
賎
を
得
ば
則

　
　
ち
賎
し
。
…
…
皆
星
位
の
尊
卑
小
大
の
授
く
る
所
な
り
」
（
命
義
）
の
よ
う
に
、
そ
の
原
因
を
、
天
か
ら
流
出
す
る
「
気
」
に
含
ま
れ
た
「
衆

　
　
星
の
精
（
気
）
」
に
求
め
た
。
人
の
貴
賎
貧
富
の
多
様
性
に
説
明
を
与
え
る
た
め
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
こ
れ
に
よ
り
、
天
文
（
星
位
）
と
人

　
　
の
運
命
と
の
間
に
因
果
関
係
を
設
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
3
6
）
　
『
論
衡
』
説
日
に
、
「
天
の
平
な
る
こ
と
正
に
地
と
異
な
る
無
し
」
と
し
、
日
月
は
天
に
付
着
し
て
運
行
す
る
と
い
う
。
能
田
氏
（
前
掲

　
　
論
文
）
や
藪
内
氏
（
前
掲
書
）
の
い
う
第
一
次
蓋
天
説
に
近
い
。
『
晋
書
』
天
文
志
上
に
も
、
彼
が
蓋
天
説
に
拠
り
渾
天
説
を
駁
し
た
こ
と
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を
記
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

（
3
7
）
　
『
新
論
』
形
神
に
「
精
神
の
形
体
に
居
る
は
、
猶
火
の
燭
に
然
ゆ
る
が
ご
と
し
。
…
…
」
、
『
論
衡
』
論
死
に
「
人
の
死
す
る
は
、
猶
火

　
　
の
滅
す
る
が
ご
と
き
な
り
。
…
…
火
滅
し
光
消
え
て
燭
在
り
、
人
死
し
精
亡
び
て
形
存
す
。
人
死
し
て
知
有
り
と
謂
ふ
は
、
是
れ
火
滅
し

　
　
　
ま
た

　
　
て
復
光
有
り
と
謂
ふ
な
り
」
と
。

（
3
8
）
　
『
意
林
』
巻
五
に
引
く
『
博
子
』
（
実
は
『
物
理
論
』
、
本
稿
一
節
参
照
）
に
、
「
土
は
是
れ
人
の
母
な
り
、
故
に
人
に
恋
土
の
心
有
り
」

　
　
と
い
う
の
は
、
『
易
』
説
卦
伝
に
坤
を
母
と
す
る
の
か
ら
の
影
響
も
あ
る
こ
と
、
『
物
理
論
』
に
「
地
は
、
其
の
卦
を
坤
と
為
し
、
其
の
徳

　
　
を
母
と
日
ひ
、
…
…
」
（
書
紗
一
五
七
・
御
覧
三
六
・
事
類
賦
六
）
と
い
う
の
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
が
、
ま
た
、
「
土
気
」
よ
り
生
ず
る

　
　
「
庶
類
」
（
⑲
）
に
人
を
含
め
る
考
え
方
を
も
示
し
て
い
る
。

（
3
9
）
　
「
穀
気
」
に
つ
い
て
は
、
『
黄
帝
内
経
霊
枢
』
営
衛
生
会
に
「
人
気
を
穀
に
受
け
、
穀
胃
に
入
り
、
以
て
肺
に
伝
与
し
、
五
蔵
六
府
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と

　
　
皆
以
て

気
を
受
く
。
…
…
」
、
『
後
漢
書
』
方
術
伝
下
の
華
佗
の
言
に
「
（
人
体
）
動
揺
せ
ば
、
則
ち
穀
気
錆
く
る
を
得
、
血
脈
流
通
し
、
病

　
　
生
ず
る
を
得
ず
。
…
…
」
と
い
う
の
な
ど
が
参
照
さ
れ
る
。
な
お
楊
泉
に
は
「
養
性
賦
」
の
作
も
あ
っ
た
（
文
選
三
八
任
肪
為
斉
明
帝
譲

　
　
宣
城
郡
公
第
一
表
注
に
断
片
を
引
く
）
。

（
4
0
）
　
「
凡
そ
病
ひ
は
治
む
可
き
な
り
、
人
は
治
む
可
か
ら
ざ
る
な
り
、
…
…
」
と
い
う
疾
病
論
（
御
覧
七
三
九
）
、
「
夫
れ
医
は
、
仁
愛
に
非

　
　
ず
ん
ば
託
す
可
か
ら
ざ
る
な
り
」
で
始
ま
り
、
具
体
的
な
診
断
・
治
療
法
に
及
ぶ
医
師
論
（
初
学
記
二
〇
）
、
扁
鵠
が
趙
簡
子
を
診
察
す
る

　
　
説
話

（御
覧
七
三
八
）
、
歯
（
御
覧
三
六
八
）
咽
喉
（
御
覧
同
）
・
胃
（
御
覧
三
七
六
）
に
つ
い
て
の
記
述
。

（
4
1
）
　
繧
啓
愉
『
斉
民
要
術
校
釈
』
（
農
業
出
版
社
、
六
三
頁
）
に
、
『
御
覧
』
八
二
四
の
引
用
文
を
挙
げ
、
「
”
本
軽
而
末
重
”
是
指
少
種
多
収
、

　
　
提
高
産
量
」
と
い
う
。

（
4
2
）
　
『
意
林
』
引
く
『
傅
子
』
に
つ
い
て
は
本
稿
一
節
を
参
照
。

（
4
3
）
　
『
広
雅
』
釈
水
に
「
駒
艘
、
舟
也
」
、
な
お
王
念
孫
疏
讃
参
照
。

（
4
4
）
　
い
わ
ゆ
る
「
力
を
労
す
る
」
「
小
人
」
（
『
孟
子
』
膝
文
公
上
）
に
属
す
る
も
の
と
し
て
。
な
お
、
『
荘
子
』
養
生
主
編
の
庖
丁
説
話
や
天
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道
編
の

輪
扁
説
話
が
技
術
論
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
そ
う
と
は
い
い
が
た
い
こ
と
、
拙
著
『
中
国
古
代
思
想
に
お

　
　
け
る
自
然
認
識
』
（
創
文
社
、
六
四
～
六
五
頁
）
に
私
見
を
述
べ
た
。

　
　
　
中
国
・
日
本
に
お
い
て
技
術
が
い
か
に
考
え
ら
れ
た
か
を
大
づ
か
み
に
論
じ
た
も
の
と
し
て
、
つ
と
に
島
恭
彦
「
技
術
思
想
に
お
け
る

　
　
東
洋
と
西
洋
」
（
『
東
洋
社
会
と
西
欧
思
想
』
、
筑
摩
叢
書
）
が
あ
る
。

（
4
5
）
　
技
術
の
思
想
的
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
戸
坂
潤
「
技
術
の
哲
学
」
（
コ
戸
坂
潤
選
集
L
七
、
伊
藤
書
店
）
・
武
谷
三
男
「
技
術
論
」
（
『
辮
証

　
　
法
の

諸
問
題
』
、
動
草
書
房
）
・
三
枝
博
音
『
技
術
の
哲
学
』
（
岩
波
全
書
）
・
星
野
芳
郎
「
技
術
の
論
理
」
（
「
戦
後
日
本
思
想
大
系
」
九
『
科

　
　
学
技
術
の
思
想
』
、
筑
摩
書
房
）
等
を
参
照
。

（
4
6
）
　
た
だ
し
、
自
然
の
法
則
性
の
捕
捉
と
い
う
点
で
は
、
彼
の
思
想
は
、
当
然
な
が
ら
な
お
未
成
熟
で
あ
っ
た
。
む
し
ろ
後
に
述
べ
る
よ
う

　
　
に
、
自
然
は
、
等
質
で
主
と
し
て
循
環
的
な
運
動
・
変
化
を
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

（
4
7
）
　
『
意
林
』
五
引
く
『
傅
子
』
に
、
「
黄
金
を
作
る
者
は
、
是
れ
方
士
草
屑
を
取
り
金
と
合
し
之
れ
を
焼
く
、
故
に
草
屑
燃
え
て
金
落
下
す
」

　
　
と
。

（
4
8
）
　
各
種
の
中
国
哲
学
・
思
想
通
史
類
、
杜
国
痒
・
屈
志
清
・
夏
甑
陶
前
掲
論
文
な
ど
。

（
4
9
）
前
引
の
文
⑬
に
も
「
北
極
は
天
の
中
」
と
。

（
5
0
）
　
「
気
」
の
空
間
的
な
周
転
と
時
間
的
な
回
帰
と
は
、
恐
ら
く
、
季
節
の
循
環
な
ど
と
し
て
統
合
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
し
、
⑦
⑬
の
文

　
　
は
そ
れ
を
暗
示
す
る
が
、
現
存
資
料
で
は
そ
の
詳
細
は
不
明
。

（
5
1
）
　
王
充
の
『
論
衡
』
命
義
に
、
「
遭
命
」
（
「
善
を
行
ひ
て
悪
を
得
る
」
も
の
）
の
例
と
し
て
、
顔
淵
・
（
再
）
伯
牛
を
挙
げ
て
い
る
。

（
5
2
）
　
趙
武
（
趙
文
子
、
趙
孟
）
は
晋
の
趙
盾
の
孫
、
戦
国
の
趙
の
祖
、
『
左
伝
』
・
『
史
記
』
趙
世
家
に
見
え
る
。
三
郡
（
郁
）
は
晋
の
部
鋳
・

　
　
郁
嘩
・
郁
至
、
『
左
伝
』
成
公
十
七
年
・
『
史
記
』
晋
世
家
に
見
え
る
。

（
5
3
）
　
拙
稿
「
漢
代
の
応
報
思
想
」
（
「
東
京
支
那
学
報
」
六
）
に
、
不
十
分
な
が
ら
私
見
を
述
べ
た
。

（
5
4
）
　
王
充
は
『
論
衡
』
命
義
で
、
そ
の
「
命
」
論
に
も
と
づ
き
、
善
行
に
「
吉
福
」
、
悪
行
に
「
凶
禍
」
が
結
果
す
る
と
い
う
「
随
命
」
を
否
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定
す
る
。
累
害
・
命
禄
・
幸
偶
・
福
虚
・
禍
虚
等
に
も
同
旨
の
こ
と
を
い
う
。

（
5
5
）
　
人
間
自
身
、
自
己
の
内
部
に
生
理
的
1
1
自
然
的
要
素
、
い
わ
ば
内
的
自
然
を
有
す
る
か
ら
、
こ
の
関
係
は
人
間
の
内
部
に
も
存
在
す
る
。

（
5
6
）
　
唯
物
論
的
思
想
家
と
さ
れ
、
か
つ
楊
泉
の
先
行
者
と
い
う
べ
き
筍
子
や
王
充
を
も
含
め
て
。
荷
子
の
場
合
に
つ
い
て
の
私
見
は
、
拙
著

　
　
『
筍
子
ー
ー
古
代
思
想
家
の
肖
像
l
L
（
評
論
社
、
一
九
七
～
二
〇
〇
頁
）
に
述
べ
た
。
ま
た
私
は
、
「
気
」
の
概
念
に
お
い
て
、
循
環

　
　
や
集
散
を
超
え
た
質
的
発
展
（
自
然
や
歴
史
の
な
か
で
の
）
が
発
想
さ
れ
に
く
か
っ
た
こ
と
に
つ
き
、
簡
略
な
が
ら
私
見
を
述
べ
た
こ
と

　
　
が
あ
る
が
（
小
野
澤
精
一
ほ
か
編
『
気
の
思
想
』
書
評
、
拙
著
『
中
国
古
代
思
想
史
に
お
け
る
自
然
認
識
』
附
論
）
、
も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
で

　
　
い
う
自
己
完
結
性
に
関
連
す
る
こ
と
で
あ
る
。

（
5
7
）
　
「
夫
れ
事
を
論
じ
類
を
比
し
、
其
の
体
を
得
ざ
る
は
、
飾
る
に
華
辞
を
以
て
し
、
文
る
に
美
言
を
以
て
す
と
錐
も
、
錦
繍
も
て
掘
株
に

　
　
き

　
　
衣
せ
、
管
絃
も
て
土
梗
を
楽
し
ま
し
む
る
に
異
な
る
無
く
、
其
の
趨
に
非
ざ
る
な
り
」
（
御
覧
八
一
五
・
秘
府
略
八
六
八
、
土
梗
は
荘
子
田

　
　
子
方
司
馬
彪
注
酬
藪
ヨ
び
非
糊
経
に
土
人
〈
土
偶
〉
な
り
と
）
、
．
夫
れ
解
す
る
こ
と
小
に
し
て
引
く
こ
と
大
、
了
す
る
こ
と
浅
く
し
て
伸
ぶ
る
こ

　
　
と
深
き
は
、
猶
牛
刀
を
以
て
難
を
割
き
、
長
受
も
て
齊
を
苅
る
が
ご
と
し
L
（
御
覧
九
八
〇
）
と
い
う
の
も
恐
ら
く
同
旨
の
こ
と
を
意
味
す

　
　
る
で
あ
ろ
う
。
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